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本稿は、前稿「未完の物語――「絵入自由新聞」の連載記事（続き物）（二）」に引き続いて、一八八五（明治一
八）年の雑報欄を中心とした連載記事を一覧化したものである。これまでと同様に編集体制の変遷、他社の動向や
出版状況に関わる雑報も、注記の形で＊以下に引用してある。
本年は、社主兼印刷人に松田脇知朗、編輯人に小林清右衛門という編輯体制に変更はない。ただ、紙面の改良は
前年から引き続きさらに行われていた。九月八日の社告で、字数を増加して「新聞の面目を全ふせん」とする心意
気を示すのである。「東京絵入新聞」が、すでに六月から紙面を刷新して字数を増やし、九月からは「絵入朝野新
聞」や「今日新聞」も紙面改良を図り、「自由燈」や「東京絵入新聞」もまた一一月から紙面改良を企てていた。
こうした状況は、愛梅「小新聞論説の沿革」（九・一一）が「小新聞の論説が盛になりしは下等田地の開墾の為め賀
すべきこと」という自画自賛していたように、社説を掲載する政党系小新聞の嚆矢である「絵入自由新聞」の創意
が流行現象となり、「自由燈」の広告文にある「大小新聞を折衷し一種以て大小の効用を兼備したる」新聞へと変
容していったことを示していた。いわゆる小新聞自体の「中新聞」化が進行していたのである。
連載記事の最初は、前年一二月二九日の社告で予告されたように、「羅落馬没奇談栄花の夢上編」であった。一月四日よ
り二月八日まで新井芳宗の挿画付きで全一五回連載している。原作は、Wiliam Wilkie Colinsの歴史小説「Antonina」
であるが、冒頭で「本稿は頗る長編に渉るを以て上中下の三編に分てり」とされながら、上編のみで中絶したのが
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惜しまれる。この他に連載された長編の続き物には、「島鵆噂立浪」全五五編（二・四～四・一四）、「峰の白雪」全三
七回（二・一三～三・二八）、「浮名の立花」全四六回（三・二九～五・二四）、「北雪美談」全五四回（四・一五～六・一七）、
「女天一花園於蝶」全九〇回（五・二七～九・一〇）、「茨の露」全六三回（六・一八～八・三〇）、「貞操三国艶妓」全七
〇回（九・四～一二・四）、「閧���音頭日本銀二」全四六回（九・一一～一一・六）、「春色桜茂地」全四二回（九・二九～一
二・一八）、「怪談髑髏盃」全四四回（一一・七～一二・二九）、「賤女の苧環」全四七回（一二・三～一八八六・二・二）な
どがあった。いずれも、挿画は芳宗である。
「浮名の立花」は四月九日の挿画が「猥褻の図画」と判断されて、新聞紙条例第三十九条違反で罰金二十円に処
せられたことが四月一九日の雑報に報じられている。その処分は控訴されて連載は継続したが、六月二日の雑報で
控訴審でも結局却下されたことが分かる。これらの内で出版が判明したものには次の四作品がある。「女天一花園
於蝶」は、伊東専三『女天一花園お蝶』（一八八五・九・二八御届、一〇出版、角張栄三郎／上田屋）として出版され、「貞
操三国艶妓」は、渡辺文京『貞操三国艶妓』（一八八六・二・二二出版御届、五刻成納本、編輯人／上村秀昇、出版人／高崎修
助）として、「閧音頭日本銀二」は、一筆庵可候『閧音頭日本銀二』（一八八六・二・二二出版御届、四・二一刻成納本、編
輯人／上村秀昇、出版人／高崎修助）として、「怪談髑髏盃」は、一筆庵可候『怪談髑髏盃』（一八八六・二・二二出版御届、
三・三一刻成納本、編輯人／上村秀昇、出版人／高崎修助／椿香堂）として、いずれも活版の草双紙として出版されていた。
絵入自由出版社の活動は途絶え、版権を所有しない連載記事は再び自社以外の出版社から刊行されるようになった
のである。なお、「貞操三国艶妓」以下は同一の出版社から翻刻出版されているが、この出版社については今後の
調査に待ちたい。
新聞社の版権意識については、「六大新聞の頭痛鉢巻」とかぶせ見出しをした五月八日の雑報に見ることができ
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る。「輿論日報」が「府下六大新聞の社説は不残丸取の上必要の雑報は遠慮会釈もなく抜萃して其紙上に載せ」た
のである。しかし、この事態に対しては五月二四日の雑報で、「内務省より新聞紙にして他の新聞紙（欧文新聞を
除く）に掲載する論説を十日以内に其新聞紙に転載する時は必らず原新聞社の承諾を受べき旨を制定され一般に公
達されたり」と報じられていた。さらに七月三一日の雑報は、新聞紙条例第三十条が改正追加されて、「官報又は
他の新聞紙より抄録せし事項は其官報又は新聞紙の題号幷に刷行の年月日を掲載すべし」という罰則を伴う規定が
報じられる。記事では「今回の追加条例は新聞社会一般に対して厚き保護を与へられたる者」と評価し、抄録を厭
わず規定に則った正確な情報発信を「絵入自由新聞」は心掛けることが宣言されていたのである。
出版界の話題としては、三月四日の雑報「一種の本に記者三個」が報じるように、為永春水『正史実伝いろは文庫』
が二代目春水の染崎延房によって書き継がれるが、十九編以下が伊東専三『正史実伝いろは文庫後編』（一八八三・五・四
出版御届、五出版、木村文三郎）と、柳亭種彦（高畠藍泉）『正史実伝続いろは文庫』（一八八三・六・四出版御届、六出版、片山正
義）及び『正史実伝続いろは文庫』（一八八四・一一・六版権免許、一二出版、天賜堂／早川新三郎）と、さらに斉東野人（西村宇
吉）『正史実伝いろは文庫続編』（一八八五・五・五出版御届、五出版、石原干城）というように、三人の作者がそれぞれに書き
継ぐという珍しい事態になったことが報じられていた。
前年『新説暁天星五郎』で著者の権利を主張した伊東専三は、新しく書き下した分冊形式の『名立浪龍神於玉』を
出版して、四月七日の雑報で「昔しの作者の意匠に倣ひしものなるが能く世の情態を写出し且つ文辞は艶麗にて虚
からでゝ
も金実
���が多き新奇妙案極面白き美本なり」と評されていた。『名立浪龍神於玉』は、初編から五編までは
三月九日御届、六編から十五編までは五月二十日御届、十六編以下（十八編まで確認）は八月八日版権免許で、縦
長の中本本文九丁、通しペー
ジが振られて、四月から九月にかけてほぼ週刊で、東京金玉堂出版（吉場清蔵）より
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出版されている。以下のような初編序文は、伊東の意気込みを伝えてくれる。
昔日の戯作者が意匠を費し文に錦繍を飾りたる稗史小説も嘘と言れて一度は地に墜たるが如くにて何でも彼で
も実説く（其僻嘘が沢山あり）と実説振ねば売ず成りし這は是れ開化の生噛にて稗史の隠微を知ざるに然る
に此頃やうくと人智は進みて実説ぶる花なき物は好しからねば夫より花実全く備ふ稗史が反つて見栄ありと
風潮茲に傾きて稗史を好す事と成しに今更古き草紙類を飜刻なして売出もの汗牛充棟も啻ならねば茲ぞ僥倖筆
を揮ひ新奇妙案とは行ずとも目先の変つた面白味の有を編輯しては如何と社主の望に安受合編���はすれど根なし
草香は素よりあらざれど少は虚中に実を含めば這も勧懲のはしくれと御愛顧あつて陸続と御覧の程を希ふ　橋
塘伊東専三伏稟
この分冊形式は、坪内逍遙『
一読三歎当世書生気質』（一～三号は五・一五版権免許、四、五号は八・六版権免許、六、七号は八・二二
版権免許、八、九号は九・四版権免許、一〇～一三号は九・二五版権免許、一四、一五号は一一・一三版権免許、一六、一七号は一八八六・一・一
四版権免許、晩青堂／間野秀俊）や『小説神髄』（一八八五・四・九版権免許、第一、二は九月出版、第三は九・二六出版、第四は一八
八六・三出版、第五～九は四出版、松月堂／松永作次郎）などの分冊形式に先行する出版形態であった。
ところで、絵入自由新聞社も大取次になった『当世書生気質』は、「絵入自由新聞」紙上でも話題となり、その
波紋が社説に残されている。七月一七、一八日の社説「日本の政事小説」で、半狂（和田稲積）は「自由の凱歌の
如き該撒奇談の如きは皆な婦女子にも解し易き様専ら作者が注意の深切なる程ありて少も申し分なけれ共（略）是
れでは迚も政事小説の眼目たる下等社会や婦女子をして政事思想を養成せしむること覚束なく唯だ懶惰書生の午睡
のお伽たるに過ぎざるべし」と批判する。読者対象は書生ではなく、「憐れ墓なき種類の人民即ち労力者婦女子」
であり、彼等の「政事思想を養成」することが求められていた。そこには、『該撒奇談　自由太刀余波鋭鋒』（一八
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八三・一〇版権免許、一八八四・五出版、東洋館書店）や『慨世士伝』（一八八四・一二・一八版権免許、一八八五・二、晩青堂／
成島国任、間野秀俊）など、政治的小説を発表してきた逍遙への不満が読み取れるだろう。
さらに半狂は、翌一九日に「政事小説の作者」を掲載して、「尤も堂々
たる東京大学卒業の大先生の手に成しと
云ふ政事小説の類に至りては価直のあるものあれども中には其の先生の作に係る詰らない趣向の小冊子などは決し
て感心致さず何の為に作られしか殆んど解し得ざる所ろなり斯る著作に貴重の光陰を費すよりは寧ろ其の嘗て学び
得たる学識を以つて欧州の有名なる政事小説の翻訳に従事するの優れるに如ざるを知る」と、明らかに『当世書生
気質』を当てつける言説を残していた。半狂の主張は、要するに「学問は左程深からずとも政事思想に富み且文才
ある者をして政事小説の作者たらしめざるべからず」とされ、小説は政治的啓蒙のための媒体とする、寓意的な小
説認識に基づいていたのである。
七月二五日の社説、白骨居士「書生の風を改良致し度し」は、「近頃の書生之風はあまり感心仕つらず彼の春の
屋おぼろ君の戯作に係る当世書生気質と題する小冊子を見ても実に一読三嘆に堪へず」として、「労働して学資金
を得ることを少も恥」じない「米国書生の風を見習ふ様」書生風俗の矯正を求めていた。これも、寓意的な小説認
識に基づいて小説を社会的文脈で読解する『当世書生気質』評であったといえる。
そして、九月一〇日の社説、有耶無耶生「稗史小説の婦女子の翫弄物となり了らんことを嘆ず」は、「稗史小説
なるものは世態人情の真を写し出すべきものにて其の間毫も作者の想像加減を加へ挿むべからず唯だ有りの儘を書
き著すのみ決して世態人情に外れたる筆を入るゝ
を許さず又た稗史小説は一の美術として見るべきものなりなど云
ふ至極囂しき理屈あり如何にも有理
����の様に聞き得るがコハ西洋の学者等の鸚鵡論にして全く感心せざるにはあらね
共余り真面目に赤髯さんの理屈を呑み込み過ぎたる正直掛け値なしのお説なれば西洋文明国の如き万端行き届きた
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る国柄にては至極宜しかるべきも我国今日の景況に当て嵌めて同様に論ぜらるゝ
時はチト不都合の廉なきにはあら
ざるか」と『小説神髄』の主旨を批判している。「我社会を以つて稗史小説を唯だ美術の一ツと致し置て宜しき時
代なりと鑑定さるゝ
か但しは婦女子の翫弄物となり了るを何とも思はれざるか左り迚は誠に不深切なる先生方にあ
らずや余輩は仮ひ西洋流の理屈に反すとも先生方の笑を招くとも其様ことは屁とも思はず稗史小説を一番利用して
社会改良の道具の一ツとなさんと欲す否世の所謂下等社会の心田を開墾するには政事に関する稗史小説を以つてす
るに如ずと考ふ」と、社会改良の手段としての政治小説を主張していたのである。こうした寓意的な小説観が、政
党系小新聞としての「絵入自由新聞」の主張であったといえる。
一二月二九日の「年末の稿條」では、「実利主義の世の中ゆゑ読でお為にもなり且御便利御重宝御徳用とも相成
るべき種々
の事項を編纂し之を例の大附録に刷立て発兌仕つり候」と、あくまで社会的な効用を求めて、二大附録
の掲載を予告するのであった。
一八八五（明治一八）年
１月４日～２月８日　「羅落馬没奇談栄花の夢上編」全一五回　＊雑報欄に別行見出し、１月９、22、23日、２月８日を除
き、芳宗の挿絵付きで連載。４日冒頭に「該��西洋小説は英国ウヰルキー
、コリンス氏の原著に係り古代羅馬の
旺盛を極めし有様より遂に没落せしまでの事実を婦女子童幼にも読み易く解し易きやう小説体に綴りたるもの
にて主義目的を異にするため親子兄弟も骨肉恩愛の私情を断て公義の為に戦かふあり或ひは才子の時に遇はず
亦た佳人の薄命なるあり而して小説者流の尤も難しとする夥多の隠微を含畜し脚色巧妙文辞艶麗実に西洋政治
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小説中の巨擘と謂べし看客幸ひに此意を諒して熟読翫味なすに於ては大に益する所あらんか且本稿は頗る長編
に渉るを以て上中下の三編に分てり其為め稿條かくの如し」とある。
＊１月４日　「雑報」　「配達の増加　一月一日の郵便配達は是まで一回限りなりし処本年より三回に増加され午
前二回午後二回都合四回と定められたり是れも前号に記したる如く世の事物の追々
頻繁なるに因るものなるべ
し」
１月７、８日　「明治十七年紀事略」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊１月７日　「雑報」　「今日新聞　毎夕社は今度両国村松町十四番地に移転せり」
１月９、10日　「取り越し苦労　有耶無耶生　稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
１月９、10日　「故歩兵大尉磯林真三君の履歴」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
１月11、13日　「呵惜男児」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊１月11日　「雑報」　「遊郭新設の出願　従来府下に設けある貸座敷は根津吉原を除くの外は東京の入口に有て
不体裁ゆゑ俗に深川六万坪といふ洲崎の海面を埋立煉瓦石造にて普請をなし茲に遊廓を設立したしと銀座一丁
目の永井勝輔外十三人より昨日その筋へ出願したり」
１月14～18日　「騒乱の詳報」全五回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。15日より「変乱の詳報」と改題される。
朝鮮の事変。
１月14、15日　「遭難詳話」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
１月17～20日　「斧を揮て痴漢母子を害す」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。18日は挿絵つき。
＊１月18日　「雑報」　「提灯持　田嶋象二氏戯著の漂流記一冊を本石町二丁目の文宝堂より発兌しました」
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１月20～22日　「日本の輿論」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。20日冒頭に「朝鮮事変に付各地方よりの
報道を掲ぐれば左の如し」とある。
１月21～25日　「人は何故に働くか　曖昧子寄稿」全四回　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。21日冒頭
に「左の一篇は極て不活発なる理屈にて目下の時勢より見れば固より無益のものゝ
如しと雖も時事に適切なる
論説を掲げんとして時に或は自ら警めざるを得ざる場合あればなり読者諸君請ふ折々
箇様な填艸
����文の飛び出す
ことを怪む勿らんことを　編者識」とある。
１月23～25日　「遭難者杉重起氏の直話」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊１月27日　「雑報」　「読売新聞の祝宴　前号にも記せし通り一昨廿五日は芝紅葉館にて読売新聞第三千号発兌
の祝宴を兼ね新年宴会を開かれ来会者には各新聞記者を始め日就社員一同午後六時開宴柳ばしの芸妓数名酌に
侍し何れも歓を尽して解散されしは午後九時頃にやありけん近来珍しき盛会也」
「詩文詳解　木挽町一丁目の成章館より発兌する題号の雑誌は頗る世上の喝采を得日増に盛大を極むるに付き
爾来尚ほ一層の改良を加へ欧州の詩賦をも漢字に飜訳して掲載し其他種々
の改良を加ゆるとの事なり」
１月29日～２月６日　「相撲派別」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊１月29日　「雑報」　「提灯持　京橋西紺屋町の牡丹屋からは鏡が池操の松影の第一編を加賀町の成文社からは
絵本三国志の第三編が何も出版」
「羅馬字会　日本語を書くに仮名も漢字も一切廃して新に羅馬文字に改めんとの目的なる羅馬字会におゐては
近来会員も大分増加し追々
目的拡張の事の緒に就きたれば更に書方取調委員四十名を撰挙するため本二十九日
午後三時より東京大学理学部講義室にて集会を催す筈なり」
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１月29日～２月10日　「両樹
���の繁り」全一〇回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗、国峯の挿絵付きで連載。
＊１月31日　「雑報」　「大隈重信様　前改進党総理大隈重信様には彼の結構を極めたる九段下飯田町の邸宅を旧
藩主なる鍋島氏へ大枚拾三万円の代価にて売払はれたる由チト高直の様に思はるれど土佐珊瑚珠を壁に塗込ら
れたる等の風評もありし程の御普請なれば左のみ高くはありますまい」
＊２月３日　「雑報」　「紙腔琴　今度戸田欽堂氏が発明創製せられたる紙腔琴と云へるは発音婉暢幽美にして我
国古来の楽器は勿論切々
西洋の楽器にも劣らざるものにして長唄、端唄、琴歌より唱歌、讃美歌の諸曲をして
意の如く奏するを得且つ之を運機
����には別段手術を要せざる至極簡便にして雅致あるものなれば貴顕紳士の需用
最も多しと云ふ」
「稲葉猴雪燈新話　と題する孤蝶園わかな子が編述されたる例の絵入美本を文苑閣より発兌したり但し是は再
版にて初版は既に売切たる由」
２月４日～４月14日　「島鵆噂立浪」全五五編　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗、国峯の挿絵付きで連載。
２月４、５日　「卒業証書授与式」　＊雑報欄にかぶせ見出し。東京大学。
＊２月６日　「雑報」　「飜刻出版　長柄長者黄鳥墳と題する故栗杖亭鬼卵の作なる小説を例の共隆社より絵入美
本に仕立飜刻出版したり」
２月７、８日　「勇士節婦」　＊雑報欄にかぶせ見出し。８日末尾は「婦人金氏の話は余白なければ次号に譲る」
とあるが、続稿は確認できない。
＊２月７日　「雑報」　「第一遊清記　旧自由燈の記者目下外務省の准判任御用掛小室信介様が編輯されたる第一
遊清記と題する書籍を銀座四丁目の書林山中喜太郎方より出版したり時節柄有用必読の良書と思る」
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＊２月８日　「雑報」　「岩崎弥太郎様死去　三菱会社岩崎弥太郎様は一昨日特旨を以て従五位に叙せられたり然
るに弥太郎様は先日来の御病気愈よ重り養生叶はず遂に同日死去されたり」
＊２月12日　「雑報」　「出版　例の成文社より絵本三国志の五編六編が出版おひく佳境に入て来ました」
２月13日～３月28日　「峰の白雪」全三七回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
＊２月15日　「雑報」　「東洋立志編　故松村操氏の遺稿東洋立志編と云へるを此程巌々
堂より出版したり此書は
西国立志編に倣ひ本邦古今の聖主賢人仁者等を輯録したる必読の書なり」
２月18、19日　「人心を維持するの策」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
２月18、19日　「故岩崎弥太郎様の履歴」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
２月21、22日　「志士を論ず　東洲生　寄稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し
２月22、24日　「埼玉県暴動の死刑宣告」　＊雑報欄にかぶせ見出し。24日は「秩父暴徒首魁加藤織平の宣告」と
改題される。
＊２月22日　「雑報」　「糸桜春蝶奇縁　と題し翻蝶丸綱五郎、半晌黒平、小糸、佐七等が伝記を演し曲亭翁が名
作の読本を今度飯田町の金玉社から西洋紙の小本に飜刻し十冊を以て満尾にする趣きにて其第一冊を発兌しま
したが密画入にて刷も能く中々
能い本で続々
あとを出版し忽地に満尾の上は一冊の洋本仕立にもするといふ」
「地底旅行　英国チユー
ルスベルネ氏原著日本三木愛花高須墨蒲両氏の合訳に成る拍案驚喜地底旅行と題
する書（洋装一冊）を三十間堀の九春堂より発兌せり此書は博物学と測地学とに素づき噴火の洞穴より地底を
旅行したる事を記したる西洋有名の学術小説なり」
２月22、24日　「旅按摩多喜の市」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
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２月25～28日　「宣告」　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。27日に「秩父暴徒首魁田代栄助宣告文」と改題される。
２月27日～３月22日　「商業慣例（農商務省報告）」全一一回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊３月１日　「雑報」　「鈴木田正雄先生　読売新聞創業の記者にして後に旧有喜世新聞に入りまた鈴木田新聞と
云るを発兌され近来奥羽地方に居らるゝ
とか聞く鈴木田正雄先生を今度東京絵入新聞社にては本局へ招聘さ
るゝ
に附き同先生を迎ひの社員は巳に該地方へ出発したる由」
「綟手摺昔木偶　と題する故柳亭種彦が作なる有名の面白き小説を例の共隆社より当世流行の絵入美本に仕立
て此程飜刻出版せり」
「幼学新誌　今度同冊子の第一篇を本所緑町二丁目の幼学社より発兌したり此篇は先日本外史の詳解を載せ追
ては経書にも及ぶべき見込みなる由にて弊社内絵入自由新聞社にても売捌きますれば続々
御購求を願ます」
＊３月４日　「雑報」　「一種の本に記者三個　正史実伝いろは文庫と題して貸本屋社会に行はるゝ
赤穂義士伝の
人情本は初代狂訓亭為永春水翁が稿を起し第四編まで編れしが其時翁は病に罹り筆を取こと能ざるを以て二代
目為永春水（目下東京絵入新聞の記者染崎延房）氏初代の口授を得て第五編を編るうち初代春水翁は鬼籍に入
しを以て染崎氏為永の二世となり春水の名を継て渠のいろは文庫を第六編より第十八編まで編り世評ますく
能かりし物から春水翁新聞記者となりて多忙なる為に後の編輯もせずして数年を経し所ろ馬喰町の書肆木村文
三郎原本を銅版寸珍に翻刻するをり十九編以下の編輯を伊東専三氏に依頼せしに同氏はまた二代目為永翁の口
授を得て第十九編第二十編の二編を編輯し巳に十九編は出版せしと聞が後にまた柳亭種彦（三世）氏が十九編
以下を編り続いろは文庫と題して大尾まで出版せしともいふに又今度は斉東野人とやらん云る先生が十九編以
下を編り南鍋町の兎屋より予約出版する由にて同店にては諸新聞へ広告をされしが一種の本のあとを次に巳に
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三人の記者出ること如何にも珍しき話しなれば泉下の為永翁は素より現在の春水翁も嘸喜ばるゝ
ならん」
「広告」　「時事新報特派通信員／目下支那には仏国との戦争ありて東洋新聞の中心とも云ふべき折柄今回又
朝鮮事変に関し我日本の全権大使が北京に乗入り大に支那政府に談判する事となりたれば世上の耳目は皆支那
に向ひて他を顧みるに遑あらざる有様なり殊に伊藤大使の北京談判は日本に直接の関係あれば我国民のこれに
関心する実に容易ならず当時事新報は既に上海に本多孫四郎氏を特派しありて支那の事情を見聞するの便を欠
かずと雖ども今は一層耳目の聡明を要するの場合となりたるに付昨二日横浜発の名古屋丸便にて更に社員渡辺
治氏を北京に派遣したり依て自今支那事情は細大を論ぜず迅速確実に時事新報紙上に報道するの栄を得るなら
ん　東京日本橋通三丁目十一番地／明治十八年三月三日　時事新報社」
＊３月５日　「雑報」　「新聞博覧会　本月は仏京巴里にて万国新聞博覧会なるものを開き各国に於て発兌する
日々
新聞を初め各種定時刊行の雑誌類迄一々
其見本を集めて諸人の縦覧に供するよし同会には欧米諸国の新聞
は勿論土耳格、アラビヤ、支那、印度、ヘヴリウ其他の国語を以て綴りたる新聞紙も出品するを得るの定めな
りと聞く」
「出版　飯田町の金玉出版社よりは糸桜春蝶奇縁の第二編が出版しましたが今度は一層仕立もよし徐��々�と佳境
へ入掛また成文社からは絵本三国志の第十一編が出版茲は趙雲長阪破の面白味また裏神保町沢屋方よりは源鋼
紀氏が口述の日本傍聴筆記法が出版せり」
３月８、10日　「怪しの獲物」　＊雑報欄にかぶせ見出し。８日は挿絵つき。
＊３月８日　「広告」　「日報社広告／今回の日清交渉事実視察の為め弊社々
長福地源一郎は本月一日を以て東京
を出発して北京に向ひたれば右事件に就ては細大となく同人の電報と通信とに依り本紙上に於て之を読者に報
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道することを得べし江湖諸君益々
愛顧を賜はらんことを希望仕候／東京日々
新聞　日報社」
＊３月11日　「雑報」　「出版　飯田町金玉社よりは春蝶奇縁の第三編、加賀町の成文社よりは絵本三国志の第十
三編、横山町の鶴声社よりは官令全報の第三号、銀座の共隆社よりは女夫
���髷操競と云へる絵入美本を出版」
＊３月12日　「雑報」　「書生矯正法　今の書生輩の中には追々
遊蕩に耽り又は華美の風俗を為し或は猥りに政治
談等に熱心して其本分の勤学を怠り遂に本志を達せざるものも間々
あるに付教育に従事せらるゝ
方々
は目下之
が矯正法を評議あるやに聞けり」
＊３月13日　「雑報」　「出版　糸桜春蝶奇縁の第四編は室町滑稽堂より情態奇話人七癖の初篇は四ツ谷坂町の稽
古堂より出版」
３月14、15日　「戦費に供する国債　東洲生　稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊３月14日　「雑報」　「出版　神田の団々
社よりは中央学術雑誌の一号が本所の幼学社より幼学新誌の第二号が
加賀町の成文社よりは絵本三国志の十三篇が何も出版に成りました」
「絵本三国志小伝　大蘇芳年氏の密画なる題号の書一冊を人形町通の武田方より出版せり」
３月15、18日　「金玉均の略伝」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
３月17、18日　「お宗旨を問ふに及ばず　淡白生　寄稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊３月17日　「雑報」　「唱歌集　文部省音楽取調掛編纂の唱歌集一冊を昨日各郡区役所へ下附されたり」
「鈴木田正雄氏　予て記せし通り同氏は一昨日奥州より東京へ着せられ東京絵入新聞社へ入社され今日より
久々
にて例の艶筆を紙上に揮はれます」
「新聞紙の長寿　新聞紙と云は種々
の事情と障碍物ありて長く寿命を保つ者は少なく半途にして倒るゝ
者頗ぶ
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る多く甚はだしきに至りては三号新聞立消新聞などの譏を招くもある中に流石は文明を以て世界万国に誇るだ
けありて倫敦タイムス新聞は本年の一月一日が丁度創立より第一百年期に当れる由なり」
「出版　糸桜春蝶奇縁の第五編を室町の滑稽堂より出版したり」
３月19～25日　「朴泳孝の略伝」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊３月21日　「雑報」　「風説　近来所々
の絵草紙店に麻疹除の呪詛なりとて小児に釜を慰��せたる図又は異形の獣
類を画きたる等の絵あれど箇は馬鹿者をして迷はしむるの具となるゆゑ右は其筋より売買を差止らるゝ
やの風
評あり左もありなん」
「出版　加賀町の成文社よりは絵本三国志の第十三四編がまた芝露月町の競鏡堂よりは義経再興記全一冊が又
四ツ谷の稽古堂よりは情態奇話人の七癖の第二編が新肴町の学術経済社よりは同雑誌の四号が出版」
３月24、25日　「大間違ひの親玉　無人楼主　稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
３月24、25日 　「試験問題」　＊雑報欄にかぶせ見出し。代言人試験。
＊３月24日　「雑報」　「会津の小鉄　京坂地方の侠客会津の小鉄（上阪仙吉）は死したりと云ひ否らずと云ひ
種々
様々
の風評あり生死判然せざりしが愈よ去十九日を以て死去したりとの事」翌25日に「会津小鉄臨終の始
末」が掲載される。
「金巾摺の新聞紙　世界中新聞紙の数は殆んど枚挙に勝�えず其種類体裁も亦た様々
なれど之を印行するには皆
な必ず紙を用ひ未だ曾て他の物質に印行するものあるを聞かざりしに傾日米国に於ては金巾に印行して発兌す
ることを始めたる者あり之をポツケツト、ハンケルチー
フ（懐中手拭）と称す是れは異事新聞を知るの目的を
達し畢れば更に之を懐中して手拭の用を為さしむるの便ありとの意なるべし兎に角金巾摺の新聞紙は世界中之
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が嚆矢ならん」
「出版　当自由出版社で大売捌を致す幼学新誌の第三号が出版せりこれは文書の部にて文章規範の巻首に関り
文意文法を明かにした物又木挽町の万字堂から発兌した英文図入単語独案内は急地にして英語を得る稀代の書
冊」
３月24～26日　「畑中の鬼」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
３月25、26日　「米沢の産業」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
３月27、28日　「娼妓買の名人」　＊雑報欄にかぶせ見出し。28日は、他の記事を跨いで掲載する。
＊３月27日　「雑報」　「吃又平名画助刀　故式亭三馬が著述歌川国貞の画図なる題号の小説を今度月耕氏が縮図
し例の共隆社より飜刻出版したるが流石は戯作者の巨擘と称��るゝ
三馬翁の著作ゆゑ趣向も面白く文辞も艶麗に
して中々
見堪ある善き小説なり」
＊３月28日　「雑報」　「出版　加賀町の成文社より絵本三国志の第十六巻が出版こゝ
は玄徳蜀を治るの件にて極
面白き回なり」
３月29、31日　「愉快の極点は何であるか　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
３月29日～５月24日　「浮名の立花」全四六回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。４月19日の雑
報で「裁判言渡　弊社の松田脇知朗小林清右衛門の両人は一昨日左の通り裁判言渡されたり／裁判言渡書／石
川県能登国鳳至郡穴水駅甲五番地平民当時東京府京橋区三十間堀二丁目一番地絵入自由新聞社主兼印刷人／被
告人　松田脇知朗／三十一年四ケ月／東京府下谷区池の端七軒町三十五番地　士族右絵入自由新聞社編輯人／被
告人　小林清右衛門／四十九年四ケ月／右被告人共に於ては明治十八年四月九日発兌の絵入自由新聞第六百九十
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三号の雑報中浮名の立花と題する項へ猥褻の図画を掲載したるものとす即はち該新聞に徴し其事実を証明する
に充分とす其所為刑法第五条に基づき明治十六年第十二号公布新聞紙条例第三十九条に依り各罰金二十円に処
するもの也／明治十八年／四月十七日　判事葛葉正道／書記　山本昌則／立合検察官　検事補　馬渡多蔵」と
報じられる。
３月29日～４月２日　「欧米渡航日記」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊３月29日　「雑報」末尾　「記者曰す　本日の新聞に石版摺（名和長年の図の附録がありますから皆さんそのお
積りで但し此附録は素より無代償の事ゆゑ万一売捌人配達夫等より代価請求いたし候とも決してお払ひには及
び申さず念の為めお断はり申しおきます」
３月31日、４月１日　「李鴻章の伝」　＊雑報欄にかぶせ見出し。１日は「以下次号」とあるが、続稿は確認でき
ない。
４月１、２日　「娘の自害」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊４月１日　「雑報」　「通俗近代暗殺事蹟　同書は菊亭静氏の編輯にかゝ
り山岡鉄舟君の題辞あり万延元年より
慶応四年まで九年間に於て国難に斃れたる人々
の事蹟と顛末とを記したる頗る壮快なる本なり発兌元は本石町
二丁目の文宝堂」
「年代記　松山緑氏が編輯にて出版し馬喰町自由堂で専売する明治宝鑒といふ袖珍銅版の年代記は明治元年正
月元日より本年三月六日までの事がらを細大漏さず記したる真実の明治宝鑒」
＊４月２日　「雑報」　「出版　情態奇話人七癖の三編が稽古堂より出版」
４月４、５日　「御馬ひんく」　＊雑報欄にかぶせ見出し。４日は挿絵つき。前号（４日）三面に小林清親の挿
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絵があり、この挿絵も清親と推定される。
＊４月７日　「雑報」　「出版　近年開化の生噛連は昔しの作者がものせしは徒らに文辞を飾るのみ虚事どもの多
ければ今は取に足らぬなど擯斥る者あるなれど箇は稗史の隠微を知ず又開明の度を知ぬなり今度伊東橋塘氏が
著述にて彼の出版物に富りと聞く飯田町の金玉出版社より出版せし名立浪龍神於玉と題せる本は昔しの作者の
意匠に倣ひしものなるが能く世の情態を写出し且つ文辞は艶麗にて虚からでゝ
も金実
���が多き新奇妙案極面白き
美本なり又同出版社より糸桜春蝶奇縁の第七編も出版になりたり」
４月８、９日　「毒殺の詳報」　＊雑報欄にかぶせ見出し。10日に「記者曰す　毒殺の詳報と題し前号より記続き
たる坪井金次郎が犯罪の一件は未だ探訪に行届かざる廉あるを以て一先筆を擱めおき尚ほ判りしだい続いて記
載すべし」と断られて中断する。
＊４月11日　「雑報」　「出版　彼の成文社よりは三国志の廿一編が出版しましたが相かはらず能く出来ました」
＊４月12日　「雑報」　「不動様騒動大珍事　往る明治四年成田不動東京へ出開帳の着日には天気清朗にして風も
あらざりしかば出迎の人沸が如く天国の宝剣二童子の厨子と共に本尊永代橋を渡るをり俄然暴風雨を来せしか
ば其騒動一方ならず当時の戯作者万亭応賀此事を滑稽小冊に綴り天上大珍事と題して発兌せしに大いに江湖の
喝采を得たりし夫より十五年目の此度の開帳なれば着当日は晴天なれどお利口連中には祈ざる人とてもなく
（略）」
「出版　本所みどり町の幼学社よりは幼学新誌の第五号が出版しましたが当編は十八史略の講義にて論語講義
をも附録としたる経歴二種に亘りしもの又飯田町の金玉社よりは糸桜春蝶奇縁の第八編が出版したり」
４月12、14日　「淀川汽船転覆の詳報」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
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＊４月14日　「絵入自由新聞」　「演劇の脚色を改良するの利害　鈍々
子稿／市川団洲が芸道に擬り固つて古事古
物の詮索に手が届き古昔の様をそつくり其の儘だか何うだか衣裳万端の事に抜け目なくお気が付かれ何時もヒ
イキ連の喝采を博するのは有繋に劇場の大立物に相違ないと他人も評し自分も許さるゝ
ならん左れば先づ此人
をば目今演劇の脚色
�
�
�を改良するに熱心なる者と致して置てサテ其の他の俳優と狂言作者を見渡して見るに是れ
ぞと思はるる熱心家もない様子にて殊に狂言作者とも云はるゝ
者にして台詞などに熟しもしない漢語類似の言
葉を遣はしめ己れのみか其俳優の無学文盲まで観客に披露なさしむる様な縮尻
����を平気でやつ付けさせて居る者
が往々
之れあり如何に狂言綺語とは云へ苟且
����にも無学の目学問とか勧善懲悪とか教導職とか何とか剛気な看板
をブラ下げた劇場社会にして斯様な間違つた事があつては第一劇場の面目に関するのみか世の開化と共に進歩
すべき我が演劇の改良は到底望むべからず成田屋の大眼玉にしてまだ此にお気が付かれぬかそれとも知つて之
れを成すの力なきを憾み居るかマサカ大坂の末広屋が漸進説を持ち出して少しく成田屋に反対する様な意見の
為に鼻柱を折られたと云ふ訳にもあらざるべし抑も演劇の改良を計らんとするは一朝一夕の業にあらず彼の英
国の有名なる俳優セキスピア氏の如き又た我が近松翁の如き絶世の人物出で非常の尽力をなすにあらずんば其
の事成るべからず殊に我が演劇の脚色の巳に久しく人心に浸み込みて習慣性となりたるものあれば今俄かに目
新しき趣向を脚色真に勧善懲悪の一端となり且つは人心を感化するに足る演劇となさんとするも恐らく其れ丈
けの事をなす俳優なかるべく観客も亦た却つて不愉快を感ずることあらん尤も彼の佐倉宗吾や忠臣蔵の類は巳
に我邦人の脳髄に浸み込み其の演劇を看れば自然感動を起す様になり俳優も亦た其の役に馴れ知らず識らず宗
吾由良の助の心持になりて演ずるが故に観客をして泣しむる程の感覚を与へり畢竟是等の演劇は俳優も観物
����も
最早やお馴染になり双方至極よき工合
�
�
�なれども今日俄かに脚色たる義人民権家の演劇は中々
左様甘くは出来ざ
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るべし殊に演劇観客の人物たる多くは婦人子供の類にして左なくば商人職人等にて云はゞ
書物などを十分に読
んだ人は少ければ唯だ一時其れ切り面白かりしとか可笑かりしとか云へばそれで済むことにて就中婦人子供に
至りては立花屋が奇麗だとか成駒屋の若いのが可愛らしいとか専ぱら俳優の美醜を評判するのみ又た学者博識
の先生方は宗吾や由良の助の演劇を見て初めて義士仁人に感ずると云ふ訳けなく平生夫れ位の事は心得居る筈
なり左れば今日の演劇は今日の観客に適当せる様に余輩は考へらる否々
演劇の脚色を改良せんとすれば講釈落
語の類に至るまで皆な同様に改良すべきなり然らざれば或は人心を感化するの効能少からんか余輩演劇の脚色
を改良せんことに意あるや久し後日復た詳かに鄙見を述ぶべし」
「雑報」　「出版　情態奇話人七癖第五編は例の稽古堂より出版頗る面白く覚ゆ」
４月15日～６月17日　　「北雪美談」全五四回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵付きで連載。
＊４月15日　「雑報」　「鳳文館祝宴　同館にて兼て飜刻中なりし
文韻府は此程全部落成せしを以て三条相国よ
り鳳文館龍彩の四文字を賜ひ又杉聴雨長三洲巌谷一六川田甕江小野湖山其他の諸名家よりは詩文等を寄贈して
之を祝されたるに因り来る二十三日右落成を祝するため江東中村楼に宴会を開き朝野の紳士文人墨客等を招待
し厚く管待さるゝ
由にて弊社へも招状を寄られたり」25日に景況を報じる。
＊４月19日　「雑報」　「錦絵　望斎秀月子の描かれたる尼子武勇伝の内九重姫が古刹に妖怪を見る図（三枚続き）
を芝琴平町の本阿弥方より出版」
４月21～24日　「人は白糸」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊４月24日　「雑報」　「黒白染分韁
柳亭種彦子の作尾形月耕子の画に係る題号の小説は例の共隆社より出版
中々
面白き趣向の小説なり」
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＊４月26日　「雑報」　「出版　名立浪龍神於珠の第三編は飯田町の金玉出版社より英学新誌の第二編は東洋英学
協会より歌文清諸集の二集は小伝馬町の聚芳社より柳北先生襍録集は南鞘町の改進出版社より詩文詳解の百五
十九集は成章館より出版」
４月28、29日　「清仏と露英と　東洲生　稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊４月28日　「雑報」　「会　旧風雅新聞の社長山田風外氏は来月二日東両国井生村に於て風雅尋盟会といふを催
し当日は席上書画の揮毫もあり詩題は二洲橋春眺。歌題は水と隔て花を見る。俳句題は花桜。朧月。狂歌の題
は都の花。早取写真にて是は五度限りにて今日〆切また会日披講の狂句は漢語入に川柳翁の撰びに係り当日席
上余興にはヘラく坊万橘のヘラく三遊亭桃正の逆跳りもあり最後には伊東専三氏新作の龍神お玉の内神田
明神祭礼の場を正本ばなしの桂文治が大道具大仕掛にて一席弁じ背後の景色を二三番代て賑かにお別れをする
といへば嘸賑かな事であらふと只今から想像されます」
「高田新聞　同新聞は創立以来未だ三週年に満たざるに社主、編輯人、印刷人の罪を得る者前後十五人内六人
は上告若くは未決にて他の九人は既に実決せられたる者なり罪科の総計は重禁錮に処せられしもの七百四十一
日、軽禁錮に処せられしもの三百二十一日、罰金を科せられしこと四百八円七十五銭なりと同新聞に見ゆ」
「金玉社の出版物　糸桜春蝶奇縁の第十、十一の両篇が飯田町の金玉出版社より出版になりましたが是にて大
尾に至りたり」
＊４月30日　「雑報」　「傍聴筆記符号独学　言論の盛に行なはるゝ
や又之を傍聴速記するの法なかるべからず然��
と其之を学ぶや難し高橋鶴太郎氏茲に感あり西洋の傍聴速記法に倣つて今度題号の書を著述し京橋区卅間堀の
明教社より出版発売せり开も此書は演説に討論に弁士論客の口頭より出るに従がつて一言一句も余さず洩さず
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速記し得る一種簡便の符号を指示し独学の便に備へたる該学科の益書なり」
４月30日～５月６日　「采女が辻狐怪談」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊５月１日　「雑報」　「出版　不動霊験筺仇討と題する絵入小説を（瀧見山大八桂川力蔵の実話）京橋鎗屋町の
野村銀次郎方より出版せり」
５月２～５日　「春季競馬会」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊５月１日　「雑報」　「一部五千弗　去る明治十六年（西暦一千八百八十三年）仏国巴里府の美術新報社々
長の
発起にて日本美術品の小博覧会を開たる後ち其漆器陶器嵌金
����彫刻の器物は其真形を写し一々
説明を加へたる大
部の書を刊行せり其中にも日本画の部に至りては金岡前後より近代の光琳文晁等に至るまで審��かに画伝を挙げ
印形を摸し画図あるものは其画人の伝の下に縮図を挿さみ頗る緻密を極めたり而して其書の鏤刻装釘の美麗な
る編次の精密なる実に美術家有用の書となりて価は一部五千弗なる由同国美術家は勿論欧米諸国の注文頗る多
しと云ふ実に外国人の美術に意を注ぐの厚き感歎の至りなり」
「出版　加賀町の成文社よりは絵本三国志の第廿六巻が出版に成りました」
５月５、６日　「信仰の自由　白骨居士　稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
５月６、８日　「銘笛故主の手に戻る」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊５月７日　「雑報」　「三国志結局　予約出版にて其期を過らず又よく局を結んで大いに江湖の信用を得たる加
賀町の成文社より続々
出版せし通俗絵本三国志は昨日廿九三十の両巻を出し愛度其局を結んだり」
５月８、９日　「専売特許願人心得」　＊雑報欄にかぶせ見出し。９日末尾は「以下次号」とあるが、続稿を確認
できない。
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＊５月８日　「雑報」　「六大新聞の頭痛鉢巻　近頃開業発兌したる輿論日報は府下六大新聞の社説は不残丸取の
上必要の雑報は遠慮会釈もなく抜萃して其紙上に載せ其日の中に発兌するゆゑ該日報を一読すれば福沢の論も
福地の説も沼間の筆力も明治も報知もずらりつと見られるのみか代価も亦廉なれば不景気の世に適当したと見
え六大新聞の花主は日々
に減て皆該日報に吸取られる処から六大新聞は大閉口斯う云ふ新聞が出来られては脳
髄を病しめ筆に力瘤を入れ大切にしめた犢鼻褌も人の為にやつて除��られ到底
�
�
�六大新聞社が身代と筆力を潰して
輿論日報の助勢をなすに斉しく是では迚も行き立つぬと何れも頭痛鉢巻大心配にて何とか防禦の工夫をせんと
昨今頻に考案中の由実に怖るべき世の中となりたれば数には洩れぬ我々
小新聞も早晩斯る憂目に逢ふであらう
と今なら是が苦労でならぬ」
「出版　常陸の柳旦堂より彌児教育論一冊を発兌せり」
＊５月９日　「雑報」　「出版　曲亭翁の名作美濃旧衣八丈綺談を例の共隆社より上下二冊の美本袋入にして飜刻
出版」
＊５月13日　「雑報」　「出版　三国誌結局に依て加賀町の成文社にてはいよく八犬伝に着手し昨日その第二編
を和洋両様とも出せしが中々
鮮明にて上出来なり又稽古堂よりは人七癖八編が出版」
＊５月14日　「雑報」　「鳳文会玉篇　今度南鍋町の鳳文館より予約出版する鳳文会玉篇大全は石川鴻斎翁の工風
にて鼈頭に新古の篆文を掲げ之に注解を加へ又本文の楷書も字数を増し漢呉の音を附し四声和訓を施す等実に
重宝なる字書なりといふ」
「幼学新誌　其第八号歴史の部は本所緑町の幼学社より出版しましたが当編は十八史略にて論語を附録せし物
なり」
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＊５月16日　「雑報」　「根津貸座敷の客種　其筋にて根津貸座敷に遊興する客の種類を取調られたるに書生が最
も多く其次は商人にて官員と職人が第三に当るとの事なるが過般同遊里の取払延期の義を願出しも聞届られざ
るは同地は諸学校に接近し学生等の一身を過るもの多くありて教育上大妨害を来すに拠るなりと云ふ説あり或
は然らん歟」
「東京輿論新誌　は本日より毎日の刊行に改むる由なりしが尚ほ聞く所によるに右は届にては聞済にならず改
刊の願を出すべしとの達ありし由又諸新聞の社説を其儘に抜出して刊行するは各社の承諾を経べしとの沙汰を
内務省より出さるゝ
などの風聞もあれば旁々
輿論新誌の改刊は中止するか又は延期するならんと云ふ」
「広告」　「東京横浜毎日新聞郵便逓送の費を全廃する広告／従来府下刊行の諸新聞は東京横浜に限り配夫を出し
其他の地方は郵便逓送の費用を要せり我毎日新聞も毎号送り一ケ月二十六銭三号纏め十八銭の郵便費相懸り候
処此配達の方法は完全の者に非ず今日に於て新聞紙は中等社会必需の者なるに地方の読者に多費を要するは是
れ都人有する所の便利を地方の読者より奪ふの理にして平素尚ほ遺憾あり况や近年地方の疲弊は都会に幾倍す
るを知らざるをや本社因て社務の順序を改正し本月十六日より全国の識者に対して逓送費を全廃し以て府下地
方の区別なからしむ是れ一には時勢の艱難に応じ一には社会の事たる執務の状如何によりて費用を節するを得
るの例を公示せんが為なり読者我社員微意の在る所を諒せよ（略）東京京橋区元数寄屋町二丁目十番地／明治
十八年／五月
東京横浜毎日新聞社」
＊５月17日　「雑報」　「独逸学達成新誌　予て諸新聞に広告ありし同誌は其第一号を此程明教社より発兌せりま
た同社発兌の洋学独案内誌も一層の改良を加へ頗ぶる善美無穴の学術雑誌となれり」
＊５月20日　「雑報」　「欧州忠臣蔵　今度京橋卅間堀の九春堂より出版したる題号の書は三木愛華子の編述に係
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り瑞西亡国の王子窩撒が民間より起りて旧業を恢復し独立国の体面を全ふせし始末を小説体に綴りたる西洋仕
立の絵入美本なり」
＊５月22日　「雑報」　「新聞を閲ること相成らず　大坂府下各区郡役所にては以後公務中新聞紙の閲読を禁止し
たり」
「出版　例の共隆社より霞幕春山台と題し音羽丹七の情話を綴りたる絵入美本の小説を出版」
＊５月23日　「雑報」　「里見八犬伝　は例の通り第三巻を加賀町の成文社より和洋両方とも出版しましたが中々
の上出来また稽古堂より人七癖九編が出版になりたり」
＊５月24日　「雑報」　「内務省公達　諸新聞の論説を抜萃網羅して牛房抜に新紙上へ転載し我物顔に発行する事
は是迄別段に制限されたる法律なきより我々
記者は斯る転載新聞の起る毎に只頭痛鉢巻をなし道徳上の愚痴を
云のみに止まり如何にも迷惑の至なりしが昨日内務省より新聞紙にして他の新聞紙（欧文新聞を除く）に掲載
する論説を十日以内に其新聞紙に転載する時は必らず原新聞社の承諾を受べき旨を制定され一般に公達された
り（委細は官令）此公達は我々
新聞社に取り実に難有き次第にて斯く政府の保護を受てこそ先以て安心したり」
官令欄に「内務省甲第拾七号」を掲載。
＊５月26日　「雑報」　「新聞社合併の流行　此程大坂毎朝新聞の報知新聞に合併せし以来合併が流行
�
�
�出たと云ふ
訳でもあるまいが神戸新報も一昨廿四日限廃刊し神戸又新日報と合併したり」
「独逸学速成新誌　京橋区卅間堀の明教社より此程其第一号を発兌せし同新誌は非常に江湖の喝采を得初刷の
分は既に売切れ目下再版に掛る程なりと右に付き昨日発兌の第二号よりは従来記載科目の外毎号の紙尾に独和
辞書三葉宛を附録とし後に至り完全なる辞書に綴り得べき様製本し専ぱら初学者の便利を謀ると云ふ」
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５月26、27日　「貉汁」　＊雑報欄にかぶせ見出し。26日は挿絵つき。
５月27日～９月10日　「女天一花園於蝶」全九〇回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗、年恒の挿絵付きで連載。
＊５月28日　「雑報」　「閨秀美談　今度芝柴井町敬文堂より秋葉浜太郎氏が訳述の閨秀美談一冊（洋本仕立銅版
密画入）が出板に成りましたが此書は那勃翁第一世帝の皇后ジヨセフヒンが帝に配する前後の言行を記したる
ものにて至極面白き書で有ります」
５月30、31日　「露国政府新聞紙に対するの取締政略」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊５月31日　「雑報」　「明治字典　予て諸新聞に広告ありたる京橋竹川町の大成館より予約出版の明治字典は此
程其第一帙の上（首巻、巻の一二の三冊）を出版したるが該書は猪野中行小杉薀村々
松守義朝鮮人李樹廷磯部
栄太郎諸先生の編輯に掛り重野安繹中村正直小中村清矩英人ブリンクレー
清人張滋肪諸大家の総閲に成る者に
て其体裁は康煕字典を基礎とし誤謬を訂正し之に加ふるに
文韻府段玉裁説文注釈、和訓、英語、支那四声漢
呉音、現今の北京音、朝鮮の音訓を附し印刷鮮明紙質善良秀美を娶めて一大字典を成したる実に古今未曾有の
良典にて和漢洋何等の学を問はず苟しくも学問に志しある人の是非とも坐右に欠くべからざるものなり」
「東京絵入新聞の改良　同新聞は来月二日より従来一段廿七行の処を三十行に又表の一面を除き一行廿二字詰
なりしを廿五字とし字数殆ど三千を増加し而して代価と広告料は是まで通りで発刊する事となりしとは大奮発
但し昨日発兌の一二の新聞に一枚摺になる様記しありしは相違の由なり」
６月２、４日　「有用無用の弁　武田口生稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊６月２日　「雑報」　「控訴裁判言渡書　弊社の松田脇知朗小林清右衛門の両人は左の通り控訴裁判言渡された
り（略）右両名に対する新聞条例違犯被告事件に付き明治十八年四月十七日東京軽罪裁判所に於て被告人等を
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各罰金二十円に処すと言渡したる裁判に服せずして被告両名より控訴を為したり依て其控訴の趣意及び訟庭内
の弁論を聴き該新聞紙を閲し審案するに絵入自由新聞第六百九十三号雑報欄内浮名の立花と題する項中に掲載
したる図画は検察官意見の如く猥褻に係るものと判定す其証憑は該新聞図画に徴し充分なり然るを被告等は本
件の図画は決して猥褻に出でず加之他の新聞及び冊史子に之より甚敷図を顕はすものあり則ち其一を証明せん
との意旨を以て自由艶舌女文章一冊を呈出し弁護する処ありと雖も他の新史冊子等に如何なる図画を掲載する
も之を以て本件の図画は猥褻に係らざるとの証憑理由と為すを得ず依て原裁判が刑法第五条に基き新聞条例第
三十九条に依り各罰金二十円に処すと処断したる敢て不当に非ずとす（略）」
＊６月５日　「雑報」　「欧米諸国の書籍館　現時各国の中に於て最も多く書籍館の設けある国は独澳及び瑞西の
三国にして各千有余箇を有し内十余万部の書籍を備ふるもの各廿箇あり仏国には七箇の書籍館ありて其備付の
書籍各十余万部英国には同九箇ありて其備付の書籍各十余万部西班牙国には同三十箇ありて之に備ふる書籍の
部数総計七十万なりとす華聖頓府には書籍五十一万八千部冊子類十七万部を備ふる書籍館あり然れとも該冊子
の部数は其割合決して夥多なりと謂ふへからす何となれは倫敦、彼得堡、伯林等に於て博物館のみに備ふる冊
子類の部数は甚た多くして現に倫頓の博物館には該冊子類百五十万部彼得堡の同館には同百万部伯林の同館に
は同七十五万部を備ふれはなり」
「記者拘引　前名は須藤光輝といひ目下は土屋郁之助と称し改進新聞の記者に其人ありと江湖に知れたる同氏
は如何なる嫌疑ありてか一昨日の夜突然その筋へ拘引せられたる由」
６月６、７日　「物価低落　半狂稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊６月６日　「雑報」　「全世界の定期刊行物　方今全世界の定期刊行物は無慮三万五千余種の多に上れり其の中
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毎日刊行の新聞紙は大約五千余種にして其の発行高は一箇年間に無慮七拾億万枚余なり
����全世界中、新聞紙
類の最も多きは欧羅巴洲にして其の総数は二万余あり其の内二千五百余は毎日刊行の新聞紙とす其の次は北亞
米利加州にして新聞紙一万二千余あり其の内毎日刊行のものは千百三拾六又亞細亞洲に於て発行する新聞紙は
合計七百八拾五種にして阿非利加洲に於て発行するものは僅に百八拾五種に過ぎす其の中毎日刊行の新聞紙は
弐拾五種なり而して欧州に於て最も多数の新聞紙を発行する国は独逸にして其の数の合計五千五百弐拾九種な
りと云ふ」
６月９～11日　「赤井景韶外二人の重罪公判」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。10日は挿絵つき。
＊６月９日　「雑報」　「にしき絵　大蘇芳年子の筆にて文覚上人が那智の濕布に荒行の図の絵錦（竪二枚続）を
深川西森下町の絵草紙店松井栄吉方より出版したるが三枚横続の普通錦絵に比ぶれば目先変りて面白く例なが
ら淡泊として上出来なり」
６月11～14日　「位牌孝子の手に戻る」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
６月12、13日　「松田赤井々
上の裁判言渡書」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
６月14、16日　　「松寿君に一駁参らす　喃々
生」　＊投書欄に別行見出し。
６月18日～８月30日　　「茨の露」全六三回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗、年恒の挿絵付きで連載。
＊６月18日　「雑報」　「新聞雑誌売捌所の悪弊　府下の売捌所では薬に為たくも有りませねど或る地方の売捌所
などには随分悪い奴もある物で今日輿論の耳目とも言るゝ
新聞紙の売捌をしてゐながら本社へ碌々
払ひをせね
ば本社からは新聞の逓送を止ると花主よりは前金が取てあり自分が悪くて新聞が来ませぬとも言兼る所ろから
何々
新聞は発行停止に成ましたとかヤレ器械が損じて休刊なれば外の何新聞をお取下さいなどゝ
口から出任せ
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縁起でもない事をいひ触す輩がある想ですが偖々
困つた次第にて休刊とか停止とかに成ば其新聞又は他の新聞
紙にて江湖へ報告するが新聞社のならひゆゑ茫然新聞の届かぬ事はなきゆゑ是等は花主方の御注意を願ひ良か
らぬ売捌所に瞞着されぬ様に為たき物なり」
６月19、20日　「商法講談講義を開くの大意　上田貢太郎君演説」　＊投書欄に別行見出し。
６月23～25日　「布哇出稼人」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。６月19日一面に「布哇出稼人の惨状」と
いう記事がある。
＊６月23日　「雑報」　「西洋の詩人　近世英国の詩伯と尊崇せらるゝ
テンニー
ソン氏はモキスソン出版会社と約
束して著述する間には年に七千七百円の謝金を受けストラハン会社が氏の著書を出板することゝ
なりし時氏は
払ふに既に著述になりし者及び是より出板せんとする者に対し二万五千円を払ひ約定年限五ヶ年間に十五万五
千円を払ふなり此約定期限終り次ぎの出版約定者はキング会社なるが此会社は数部の著書に向つて一ヶ年二万
円を払ふことを約したりと之を支那日本詩人の貧乏は自分達の特有の如くする者に比すれば大なる異りある者
と云ふべし」
「出版　南総里見八犬伝（和洋両様とも）の第五編が成文社より出版したり」
＊６月24日　「雑報」　「巴里の演劇　世界中にて尤とも豪奢の評判ある仏蘭西の都会巴里の芝居は現今その数二
十二座にして昨年の総揚高は三百七十万円一座の平均十六万七千余円に当と云ふ盛大なりと謂べし」
「歌舞伎新報　同新報は今般合作正本と号け河竹新七氏を始め同門屈指の人々
と計り狂言に作つて貰ひ毎号載
るよし此合作といふは譬ば一人他に知らせず序幕を作り次は此人物を用ひ更に新趣向の二幕目を余人が案じ夫
より三、四、五幕目と次第に斯の如くなし大詰の場は老師河竹黙阿弥翁が筆を執れて大団円の局を結ぶといへ
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ば定めて面白き仕組の世に出るならん」
＊６月25日　「広告」　「春のやおぼろ先生戯著／一読三歎当世書生気質第一号／発兌／一冊金七銭毎月三回　神田同盟長
廿二番地／全部十七冊郵税共金一円十五銭　晩青堂」
＊６月28日　「雑報」　「歌川国峯子　画工歌川国峯子は今度西京の日の出新聞へ入社され不日同地へ赴かるゝ
よ
し」
６月30日、７月１日　「今様女舞衣」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊６月30日　「雑報」　「出版　彼の国民の本筐中なる南総里見八犬伝の第六冊（和洋両種仕立）は例の成文社よ
り徒手体操新書、小学生徒美容術、唖鈴体操新法（何れも体操の図解）は千葉県千葉の立真社より出版」
「譚海　京橋南鍋町の鳳文館より出版する依田百川翁の著述譚海は今度其第三第四巻を上梓せり前回同様奇事
珍説を羅列し筆頭神あり人をして忽ち笑ひ忽ち怒り喜ぶべく悲むべく覚えず案を拍て快絶と叫ばしむ」
＊７月３日　「雑報」　「山岸雲斎子　曩に猩々
暁斎と謀りて龍虎の書画合作大書画会を催ほしますく書名を高
ふせし稀代の書童の山岸雲斎子は揮毫いよく愛たきより貴顕紳士豪商等書を乞ふ者殊に多く筆硯頗ぶる忙し
き由又同氏は明後五日横浜の奥山市造が同港常盤町の八百藤楼に開く書画会に招待されしかば猩々
暁斎翁と共
に出席し同港の書画家数名と相併びて其席上に揮毫さるゝ
由なり」
＊７月４日　「雑報」　「親釜集　其第十二号は昨日出版になりたり」
＊７月７日　「雑報」　「出版　名立浪龍神於珠の第十一編を例の飯田町の金玉出版社より出版したり此編は於珠
が初編にありたる口入婆アお嶋を誘なひ医師玄達が妻お此を殺すと云ふ一段にて最とも面白し又芳原竹枝（全）
は深川福住町の長谷川正直方より里見八犬伝の第三輯巻の一（和洋両製共）は例の国民の本箱なる成文社より
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出版最も美本にて体裁益々
宜し」
「春のや朧先生戯著●東京妻恋坂晩青堂発兌／●○当世書生気質第二／号／大取次　団々
社〇自由燈見光社〇武
田本店〇絵入自由新聞社〇盛春堂」
７月８、９日　「扱ひにくい代物　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。メスメリズム（催眠術）につい
て。
７月10、11日　「小谷清二捕縛の顛末」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
７月11、12日　「食物の話　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
７月12～17日　「血汐の紅梅」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊７月14日　「雑報」　「出版 万町の活東社よりは親釜州の第十三号が出版に成りましたが同号は附録として過
日当新聞へも載し会田酒園氏の子息大助氏へ手向る詩歌連俳等あり又例の共立����社より曲亭馬琴著の口膏油橋河
原祭文一冊が出版になり又杏林書屋よりは製法新書一冊が出版せり」
７月15、16日　「小笠原嶋」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊７月16日　「雑報」　「幼学新誌　其第十三号は昨日出版したるが当号は歴史の部日本外史源氏の巻を開き附録
は論語の講義なり」
７月17、18日　「日本の政事小説　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。「政事小説の政治社会に必要な
るは今更論ずるまでもなきことながら日本の学者と称する書物読の古来此事に頓着せざるは甚だ以つて不審の
至り学者の心中小説は世道人心に裨益なしと思惟し唯だ婦女子の春日秋夜のお伽たるに過ぎざる物となすか何
故に我が国には政事小説の流行盛ならざるや之れ或は小説作者其人なきが故なりしと云ふと雖も全たく絶てな
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かりしにはあらざるべし拠ころなき事情の為めに政事の上に関する議論諷刺めきたる書を公けにすることを得
ざりしを以つて折角作りたる書物も筐底に隠居し弘く世間に出づることを得ざれば作者は労して功なく骨折り
損の何とやら若も斯る事の世間に漏るあれば忽ち憂き目を見るに至れり今日々
本全国諸家の蔵書中には必ず幕
政時代に成りし政事小説の材料ともなるべき随筆などの写本のまゝ
世間に出ざるもの沢山あるべく或は板本の
中にも面白き小説類似の書あり左れば幕政の苛酷なる時代に於てすら巳に政事小説の萌芽あり拠て以つて当時
政治社会の内情の一班を窺ひ知るの便宜を得るに庶幾し盖し当時の作者の脳中には未だ政事小説の功能を感ぜ
ず其の随筆或は小説中に政事上の事を書き加へて調合せしは自己の不平心か不満心か若くは慷慨悲憤の余り知
らず識らず筆端に迸しり出たるものにあらざるなきか何となれば当時作者の脳中政事小説は一般人民の政事思
想を養成するに於て莫大の功験ありとの理を知らしめば仮ひ出版の自由はなかりしにもせよ如何なる方法かに
由りて純粋の政事小説の著述あるべき筈なり然るに前云ふ通り全く然ることなかりしは是れ作者の脳中唯だ自
己一身の憂鬱を医するに過ぎざりし証とすればなり否な啻に当時の作者のみならず学者とか博識とか称して社
会の上流に高く坐を占し輩さへ一般人民をして政事思想を養成せしめざるべからずとの思想は脳中にあらざり
しならん宜なるかな当時の作者の斯る高尚なる思想を欠しことや况んや世態人情を写出すに妙を得たる作者の
頭まに戯の一字を冠らせ何となく賎みたる如き風ありしをや斯の如き有様なれば一般人民殊に世の所謂下等社
会の知識を開発せしめ兼て政事思想を養成せしむべき著作に従事する者なかりしは決して異しむに足らざるな
り今より之を思へば誠に残念千万の事共と云べしコハ既に過ぎ去りたる昔の事にして今更申すも益なき話なれ
ば略し置き是れより現今の事情に就き政事小説の必要なるが条をば概論すべし　（まだある）」
「中等社会以上の人は六ヶ敷書物を読み又た新聞に演説に総て高尚なる方法によりて政事思想を発達すること
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を得べけれども世の所謂下等社会の労力者に至つては斯る高尚なる方法によりて政事思想を養成すること六ヶ
敷く是非共解り易き俗談平話を以つてせざるべからず偖て此の俗談平話と申すものは動すれば粗略に流れ其の
要領を得るに苦むことあり又た初学の人に向つて政事上の理屈を講釈するのは中々
骨折の話なるのみならず聴
者も亦た何だか堅苦しかるべければ自然倦み怠るの弊あり然るを面白可笑く巧に綴りたる極めて通俗文の冊子
を以つてする時は知らず識らず読む者をして脳裡に政事思想の種を蒔くの便益あり是れ政事小説の現時社会殊
に世の所謂下等社会の為めに必要欠くべからざる所以の大略と云ふべし／曩きに吾友宮崎夢柳氏は自由の凱歌
と題する一の政事小説を意訳し世に公けにせしが頗る江湖の喝采を博し東都の紙価をして為めに騰貴せしめた
りき其の後ち矢野文雄氏の纂訳に関る経国美談世に出で次で春鶯囀の出るあり又た該撒奇談の如き憂世の涕涙
の如き続々
新刊の政事小説の現はれ出るに至れり是等の書は孰れも皆な政事社会に欠くべからざるものにして
其の功能は却つて高尚なる社会哲学の上にありと云ふも敢て不可なきが如し然るに是等の書は固より小説の体
裁をなせるものにして読み易く解し難らずと云ふと雖も中には往々
六ヶ敷文字ありて即座に意味を暁り得るこ
と能ざる廉も亦た少からざれば普通の文字ある者にあらざれば読んで解せず聴て面白からざる場合なきにしも
あらず故に是等の小説は重に書生輩には適すべけれども下等社会の労力者或は婦女子に至りては不都合を感ず
ることあり是れ余輩の誠に以つて実以つて遺憾至極残念千万に心得る所ろなり然れば如何せば双方の好都合な
るかと云へば先づ余輩の考へでは今一層小説の書き方をばズー
ト通俗文に改むること曲亭馬琴或は為永春水な
どの流義の如くせば可ならん左すれば誰れにても読めるのみならず決して読み厭きのすることなければ自然勉
強にもなり且又た深く脳髄へ浸み込むが故に忘るるの憂ひなきなり但し前の自由の凱歌の如き該撒奇談の如き
は皆な婦女子にも解し易き様専ら作者が注意の深切なる程ありて少も申し分なけれ共其他の小説に至りては唯
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今云ふ通りの遺憾あれば是れでは迚も政事小説の眼目たる下等社会や婦女子をして政事思想を養成せしむるこ
と覚束なく唯だ懶惰書生の午睡のお伽たるに過ぎざるべし併しながら作者の精神は左様なことは何でもよい多
く売れて金が取れさへすればよいとの商売根性欲張主義なりと云はゞ
夫れ迄の事なれども苟くも一般人民をし
て政事思想を養成せしめ我社会をして文化の強国たらしめんとする愛国心あり且政事小説を作るなれば此の憐
れ墓なき種類の人民即ち労力者婦女子の為めに利益を与ることに注意ありたし此事に付ては余輩別に考案多し
後日論ずべし　（おしまい）」
７月18～22日　「大宮宇都宮間汽車開始の景況」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊７月18日　「雑報」　「団々
珍聞　同珍聞は今日発兌の分第五百号より大改良を加へ銅版摺の見立八景気もあり
大附録の上景気船は彩色ずりにて至極妙なり又深川西森下町の絵草紙店松井方からは芳年画の立二枚つゞ
き怪
童丸鯉を捕る図が出版に成たり」
「新聞記者の愚痴叱言　仏国トラバイユー
ル新聞は戯れに新聞記者の実情を説て曰く新聞記者の生涯は実に哀
むべき者にして絶て快楽幸福の享受すべきなし世人請ふ之れを憫察せよ若し新聞記者にして滑稽の文を草せば
世人は其脳中空虚なりといひ之を草せざれば頑陋なりといひ若し其自説のみを出せば読者に古人の定論を引示
せずと云ひ自説を出さゞ
れば懶惰なりと云ひ若し人を称誉せば偏頗なりといひ称誉せざれば怯懦なりといひ若
し編輯局にのみ蟄居せば倣て世事に関せずといひ外出すれば業務に怠るといひ若し期日に借財を弁償せざれば
一般の信用を失なひ弁償せば或は金を偸みたりといひ若し古衣を着せば事業隆盛ならずといひ美服を用れば彼
其説を売るといふ嗚呼新聞記者たるものは如何して可ならんと」
＊７月19日　「絵入自由新聞」　「政事小説の作者　半狂稿／前々
の本紙に於て政事小説の必要欠くべからざる所
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以の大意をば述置きしが茲には小々
ばかり小説作者の事に付き鄙見を吐露すべし偖て現時稗史小説家を以つて
自任する者を見るに多くは俗に謂ふ戯作者の類なれば固より高尚なる学問なきは云ふまでもなく且政事思想に
乏しきが故に新奇妙案の政事小説を著述するの力なく唯だ纔に勧善懲悪の四字を骨髄となし古風な戯作者の流
義を真似るに過ぎざれば別に一機軸を出して以つて世態人情の変遷に適当し少にても世道人心の補益となるべ
き有用の小説を作ることは余程六ヶ敷話ならん斯く申さば今の戯作者流を目して政治社会に無用の人間の如く
見下したる様に聞へ甚だ相ひ済まざる次第なれども決して然らず従来の戯作者は概ね皆な積年の習慣に由り稗
史小説と云へば狂蝶戯花譚
�
�
�
�
�
�
�
�
か才子佳人の情話或は侠客伝記若くは復讐物語など総て日本固有の歌舞伎芝居の脚
色筋書と相ひ伯仲するに似たり又た読む者の方にても是等の本をば面白気に翫弄び稗史小説と云へば意気筋の
色事出入か喧嘩乃至は復讐の切たり突たりの血鮮き騒ぎの類を書き綴りたる物なりと心得其の然らざる物は眼
に留らざる様になれり読む者即ち肝腎要のお客様にして巳に斯くの通り戯作者の之れに応じて右の如き著述に
従事せしは敢て異むに足らず左れば戯作者も読む者も共に此の習慣の性を養ひ成したるものなれば孰を夫と咎
むべからざれども之れが為に戯作者流の学者社会の指弾を受けしは実に残念千万と云ふべしコハ畢竟戯作者の
脳髄に政事思想の高尚なる議論を欠きしが故ならん若しも戯作者の脳髄に政事思想を有するあれば豈に他の軽
蔑を受けることあらんや其の証拠を知らんとならば欧州の政事小説家の政治社会に尊敬さるゝ
の有様に由りて
瞭然たるべし　廼��間我国に於ても政事小説の作者を以つて自任する者現はれ出で世道人心に補益を与ふる有用
の書の出板あるを見る然れども未だ余輩の希望を満足せしむるものなし尤も堂々
たる東京大学卒業の大先生の
手に成しと云ふ政事小説の類に至りては価直のあるものあれども中には其の先生の作に係る詰らない趣向の小
冊子などは決して感心致さず何の為に作られしか殆んど解し得ざる所ろなり斯る著作に貴重の光陰を費すより
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は寧ろ其の嘗て学び得たる学識を以つて欧州の有名なる政事小説の翻訳に従事するの優れるに如ざるを知る否
な折角仕込みし学識をば左まで世に有用なりとも見へざる事に費すは無益の至りにして且又た其人の為めに惜
むべし盖��ふに学識ある者は思想に乏しく思想に富る者悉とく学者ならず此二者の釣合の平均を得ることは誠に
難ければ政事小説たらん者も亦た得易からざるは勿論なれども先づ今の所ろにては学問は左程深からずとも政
事思想に富み且文才ある者をして政事小説の作者たらしめざるべからず嗚呼我国の政事小説家たらん者は殊に
此に鞠躬尽力せざるべからざるなり」
＊７月21日　「雑報」　「出版　名立浪龍神於珠の第十四編が例の飯田町の金玉出版社より出版になれり」
７月22、23日　「百姓の境界　南畦野人寄稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊７月23日　「雑報」　「親釜集　第十四号は活東社より出版せり」
「出版　例の国民の本筺なる八犬伝の第三輯巻の弐（和洋両製共）は加賀町の成文社より源氏物語講義（第十
八号）は本町の書肆柳河方より出版」
＊７月25日　「絵入自由新聞」　「書生の風を改良致し度し　白骨居士稿／書生と一ト口に云へど中には上等下等
の区別あつて決して一様に見做すべからずと雖も概して云へば近頃の書生之風はあまり感心仕つらず彼の春の
屋おぼろ君の戯作に係る当世書生気質と題する小冊子を見ても実に一読三嘆に堪へず此の小冊子に物されしは
上等書生の状態を写し出したるものなりと云へば屁ツ鉾書生の穴までは未だ筆鋒が届ぬ所ろなれども随分苦々
敷状態を丸出しに発き露したり上等書生にして巳に斯くの通りなりとすれば其の下等書生の状態は推して知る
べきなり併ながら風俗の惰弱に陥りしは独り書生のみにあらず総て士気の萎靡に属せしものあれば唯だ其の一
部分なる書生社会をば咎むべからずと云ふと雖も抑も今日の書生は社会の開化進歩の原素とも云ふべき大切な
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る任ある者なれば余輩の之れを信ずること厚し故に其の之れを責ることも亦た深し若し夫れ初めより書生の恃
べからざるを知らば何ぞ敢て悪まれ口を叩かんや然るに好で頂門の一針を試みんと欲するものは大いに望む所
ろあればなり／偖て上等の方は差し置て下等書生の状態に就き其の最も苦々
敷心得るのは多くは学資金に乏し
きが為め十分の修行が出来ずと云ふこと是れなり手早く云へば差し当り食ふに困ると云ふに在り殊に田舎地方
などより無我夢中東京とさへ云へば紙幣も飯櫃も転がつて居る様に心得何うかして食へると思ひ一ト口に呑み
込んで出掛けて見ると大違ひ以前の様に官吏の食客に住み込むことも出来ず又た孟甞君其の人の如き世話好な
者もなく兼て聞し所ろとは万事相違し忽ち当惑を来し進退維に谷る者往々
是れあり現に余輩の如き一寒書生の
宅などへ無心を頼みに出掛けらるゝ
一面識なき書生も随分多し書生の友喰ひに出会しは余程面白き話ならずや
コハ余輩が親しく田舎出の書生に接して実験する所ろなり嗚呼男子志しを立て郷関を出で学若し成らずんば死
すとも帰らずとまで決心せし少年書生にして斯る状態あり実に嘆息の至りと云ふべし余輩以意く日本書生の習
慣として口に生意気なる理屈を吐くも其の口を糊することを知らざる者多し聞く米国書生は労働して学資金を
得ることを少も恥ず或は書肆の番頭となり或は八百屋の雇人となり又或は豪商紳士の家に入て馬丁の代理を勤
るなど種々
の労働によつて一週間に一円乃至一円五十銭位の金を得て下宿料に充る者多しと有繋は自主自治の
気風の盛なる国柄丈けありて自己の労力によりて学資金を取り彼の抵頭平身殆んど乞丐の真似を為して以つて
見ず知らずの他人に泣き付き徒手して生命を繋がんとするが如き卑屈無気力者の所為を学ばざるは天晴感心の
至りなり何か米国書生の風を見習ふ様天下の書生の風を改良致し度しと爾云」
７月25日　「情死」　＊他の記事を跨いで掲載。
７月28、29日　「故グランド将軍の略歴」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
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７月29日～８月18日　「飢饉の戒（農商工公報）」全一五回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。８月１日は、年恒
の挿絵つき。
＊７月30日　「雑報」　「信田妻手白猿牽　と題する曲亭馬琴著の一冊ものを共隆社より翻刻出版せしとて昨日本
社へ一部送られたが中々
の上出来」
７月31日～８月５日　「共同運輸会社に望む　半狂」全五回　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊７月31日　「雑報」　「抄録種の多き所以　一昨日太政官第廿一号の布告を以て新聞紙条例第三十条を改正追加
されたる中官報又は他の新聞紙より抄録せし事項は其官報又は新聞紙の題号幷に刷行の年月日を掲載すべし違
ふ者は編輯人二円以上十円以下の罰金に処せらるゝ
事となりたり右追加の文字中事項とあるからは例へば本日
の時事新報に山県内務卿には各国公使を招待して盛大の宴を張られたりと記載ありしを翌日の絵入自由新
聞に山県内務卿が亭主となりて盛大の宴会を張られたるは各国公使と懇親を結ばるゝ
ため饗応されたるなり
と記載せば其文章は異なるも事項は則はち同一なり抄録とは此等を指たるにや又此種は時事絵入自由両社とも
同日同時に探り得たれど時事は直に之を記載し絵入自由は記事印刷等の都合に依り止を得ず之を翌日に延して
其記載を猶予し僅に一日の前後して前述の如く同一の事項を記載する時も同じく抄録と見做さるゝ
訳か之を抄
録ならずとせば探訪に未熟なる新聞記者は他の新聞に掲げたる事項を巧みに書換へ����此程は昨日聞得たるも
のから都合に依て一日掲載を延引せりとの遁辞を楯として筆を舞し文を弄して人の犢鼻褌で角力を取る横着記
事の無とも云がたく好又同日同時に聞得たる種にして全たく其社の都合に依り一日掲載を延引したるため他社
に先んぜられしにもせよ此法律を発布されたる以上は社会公衆の眼より見られて遁辞なりと判決さるれば該記
者如何に弁解為や否弁解は立ざるなり昨日の某々
新聞は既に此等の手段を用ゐて巧妙に仮面を粧ほひしを認め
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たり此等の所為は仮令法律の許す所たりとも徳義上に於て苟且
����にも新聞記者の地位に在て名誉家業を営なむ者
の決して為すべき事にあらず実に卑劣の極と云べし元来新聞紙が他の新聞紙に掲げたる事項を必要と認むる時
は抄録して我紙上に載せ之を江湖に報ずるは決して恥べき事にあらず時と次第に依ては全紙面抄録を以て埋む
るも可なり如何となれば社会に一大影響を及ぼすべき必要の事件（戦争、内乱、改革等）起こりたる時一の新
聞紙が衆に魁けて此事を記載し早くも社会に報道せしを他の新聞紙は我が鼻毛を抜れて件の新聞紙に先を越さ
れしを悔み負惜みの卑屈根性を起して之を抄録せざる時は単に我社の失策を掩はんとして社会公衆の耳目を狭
むるに斉しく新聞紙の功能果して何れにか在る然るを我が日本の新聞紙屋仲間は皆此抄録抜萃を嫌ひ是は宜い
種だが他の新聞に掲たから止様抔と無益の遠慮をして我から筆を擱く者あり誠に謂なき事と謂べし依て弊紙は
必要と認むる事項は何等の新聞紙に掲載あるも好又先を越さるゝ
も無益の嫌ひは少しも搆はず具に抄録して掲
載すべし又前にも云如く弊社に於ても他新聞社と同日に聞得たる種を種々
の都合に依て翌日に延し他新聞に対
して一日の前後を生ずる如き止を得ざる事情の無にしもあらねど箇は是弥縫の遁辞なりと云はるれば夫までゆ
ゑ仮令文章は異なるも前日の他新聞に掲載ありたる事項は甘んじて抄録の部分に入れ条例に依つて右の由を附
記すべし然れど今回の追加条例は新聞社会一般に対して厚き保護を与へられたる者にてこれよりは何新聞は探
訪精密なり乙新報は記事疎忽なりと一目の下に判読さるゝ
様なり実に各新聞紙が真成の腕競をなす時となりた
れば弊社は尚一層の注意と勉強とを以て探訪迅速記事精確なるやう計画いたすべけれは看客幸ひに之れを諒せ
よ絵入自由新聞の記者は抄録を好み抜萃を嗜むと云はるゝ
も他の新聞紙より抄録し来りて恰も自家自得の種子
なるが如き形容を粧ほひ妄に人の労を偸む義心なく廉恥なき徒と嘲けらるゝ
を恥るなり」
＊８月２日　「雑報」　「親釜集　其第十五篇が活東社より出版したり」
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８月６～14日　「英語の商業上に必要なる事及び其速習方を説き併て通俗談話会の本意を述ぶ」　＊「絵入自由新
聞」欄に別行見出しで連載。６日冒頭に「左の一篇は去月廿六日横浜の速成英語夜学塾に於て同塾長上田貢太
郎氏が同塾生の為に演説されたる大意を筆記したるものなるが近時英学流行の世中と云ひ且我国商権の恢復を
計るには商人をして英語を学しむるの必要を感ずる今日に在ては英語初学者の為に裨益する所あるべしと信ず
るが故に茲に採録して以て首欵に代ふ　絵入新聞記者　識」とある。
＊８月８日　「雑報」　「俳優取締規則　欧米各国の俳優は応分の学問もあり重もに教法を信じて演劇中にも能く
此意を忘れざれば自然風教にも裨益あり随つて其身分の地位も高かるが我邦の俳優は維新後身分の地位を高く
し一時教導職の末に列せられし甲斐もなく二三の者を除く外は依然として河原物の陋習を脱せず甚しきは愛を
婦女に受るを俳優の本分の如く誤解し或は色を売り不名義の金銭を攫取するが如きを常とすれば演劇も亦害多
くして益なく到底教導の一助となすに足らざれば厳重なる取締規則を設け早く矯正せざれば風教にも大いなる
害あるべしなど或筋にて評議せらるるとか聞けり」
＊８月11日　「雑報」　「御披露　幼学新誌第十五号之は文書の部で文章規範および論語の講義、女学新誌第二号、
飲食効害論一冊、狸の夜噺一冊、中央学術雑誌第十一号右いづれも出版」
＊８月12日　「雑報」　「出版　日本婦人論（後編全一冊）は時事新報社より新説小簾の月（全一冊）は尾張町二
丁目の上田より出版」
＊８月14日　「雑報」　「出版　例の成文社よりは里見八犬伝の第十冊目（和洋両本）また活東社よりは親釜集の
第十六号がいづれも出版」
８月15～19日　「小夜衣」全五回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。16日は挿絵つき。
308
横浜市立大学論叢人文科学系列　2014：Vol.65　№ 2・3
８月19、22日　「一窮一達」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
８月20、21日　「衣服を改め度し　有耶無耶生」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
８月20、21日　「強盗茂木銀次郎の履歴」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
８月20～22日　「歌曲の改良　新橋　五渡亭主人」　＊「投書」欄に別行見出しで連載。20日冒頭は「唄浄瑠璃と
ても亦一箇の美術なる以上は人情風俗の真を写すは小説にもまして尚細密かならざるべからず」と書き出され
る。
＊８月21日　「雑報」　「創立一周年　銀座二丁目の稗史出版共隆社は其の社運の盛んなるを祝して創立一周年の
宴会を向ふ両国の二大楼中村井生村の二ヶ所に開き書肆地本問屋其他の花主を始め戯作者画工等を招待して余
興には堀越団洲の勧進帳綾瀬播磨の義太夫より円朝の人情話し伯円如燕の一席講談
�
�
�
�
�
�
をも催ほす筈なりしが世間
凡ての不景気に此の大陽気は延した方が宜しからうと客員の種彦翁がやつとなだめた大会の景気を述べし摺物
には月耕年恒弘方の三画工の合作ある美麗のものを各府県下の花主中へ配りしとぞ」
＊８月21日　「広告」　「宮崎夢柳著　月耕芳年画／虚実無党伝記鬼啾啾西凡洋装二百最五美本十頁／右は露国虚無党員ビレウロソフ氏が
先年脱逃して英京倫敦に潜伏中自から同党の起源より主義目的の変遷進化は勿論政府が之に対して施す所の政
略及び其領袖と仰がるゝ
人々
の最も秘密なる手段行為並に入獄就刑の景況までを詳細記述せし一書に基き近時
西字新聞の伝ふる所をも湊合して新たに小説体に書き綴られし者なり故に此編を一読せば其身親しく露国に遊
び彼の虚無党と相往来して之が現状実勢を目撃するが如く人をして或は泣き或は笑ひ或は怒り或は喜ばしむ今
回壮士諸君の需に応じ自由燈より抄出して尚ほ著者夢柳氏に十分の増補訂正を請ひ三百部を出板するの挙あり
然るに印刷の手数等は部数の多寡に因て格別の労逸なし故に江湖他に此の編の望まるゝ
方々
の為め五百部を増
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刊せんとす望みの方々
は来九月十五日迄に予じめ正価金五十銭を送らるれば翌十月十日限必らず納本すべし尤
も正価の外府下は配達料三銭地方は郵便税十八銭を要す此段広告候也／東京銀座三丁目二十番地　旭橋活版
所」
＊８月23日　「雑報」　「出版　幼学新誌の第十六号と親釜集の第十七号と龍神お珠の第十六篇はいづれも此ほど
出版」
８月25、26日　「境遇の慣習　半狂生」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊８月25日　「雑報」　「たいむす　今日第一号を出す日本たいむすは一号を一仙新聞といひ改進新聞よりチト大
きな紙巾にて傍訓の論説入り出像は小林清親が筆を揮ひ二ツづゝ
の続き物は戸田欽堂先生と伊東専三氏の受持
にて一号を出すと本月中休刊し来月一日の二号より毎日の発兌なるよし」
＊８月27日　「雑報」　「新聞紙の保護　官員体の人が巻煙草を燻らせなから鉄道馬車中にて互にヒソく話しさ
るゝ
を聞くに先般新聞紙条例に追加して他の新聞の記事を抜抄転載する時は必ず其日月紙名を掲明すべき旨を
布告せられたる政府の御趣意は従来我が国の新聞社中には他社にて許多の労費を掛けて漸く掲載するに至りた
る記事を遠慮会釈もなく盗み取るの悪弊あるに依り之を嬌めて誠実なる新聞社を保護せんが為めなり然る所官
報より無断にて転載したる者丈けは其大小軽重を問はず悉く其向にて告訴せらるゝ
がゆゑ無断転載の不徳義を
犯すなけれど民間の新聞社に至ては同業の好意上忍び難き訳合あるにや日々
少なきも二三件多きは六七件も一
字一句も変へず転載せらるゝ
も之を告訴せず大目に見逃がす者あり左るからに小新聞などは之を善き事に想ひ
益々
不徳義心を増長して他社の記事を盗み遂には大新聞紙中にも其真似をする者あるに至れり斯くては条例追
加の目的たる新聞保護の趣意に背けば民間の新聞紙より無断にて転載せる者にても被害者より告訴せざる時は
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警察官より告訴する事に決定すべしと其筋にて昨今専ら評議中なり云々
此説の真偽は我々
記者の判じ得る所に
あらねど斯くありてこそ先般新聞条例に追加せられたる趣旨も徹底する訳なれば強ち無根の虚搆説に非ざるべ
き乎（本年八月廿六日郵便報知新聞）」
「貸本屋　府下の貸本屋は当今凡そ百余戸あり従来大家と称する店にては負子
����十五六名位便��ひたる所去年の暮
より追々
人を減じ今では八九名より外使はず又其他の十三名又は十名の負子を使ひたる処にては減��して五六名
となしたる由右は必竟古本の予約物又は新版物の続々
出版すると近来世上一般の不景気に依るものならん、去
暮より看客の減じたることは凡そ三割なりといふ」
＊８月28日　「広告」　「弊社写真版の儀本年一月以来追々
改良を加へ近比大に進歩致し候に付今後は頻々
紙上に
掲載し又小説挿画の外更に面白くして有益なる臨時画を陸続登載可仕候且記事は去四月を以て大に字数を増加
せしも先比各地に通信員を増置候より原稿頻りに輻輳致し何分余白に乏しき折柄前述の如く画図を掲載候に付
旁来九月一日より標題額面を節約改正し更に行数を増殖仕候又数月前より文字改良の為め羅馬字にて日々
日本
語の雑記を掲載致し候且京坂を始め便利の地方は概ね無逓送料にて配達致し居り候右改良に就き社中一同例の
如く月曜日の外大祭祝日年始歳暮共一切休みなく益す奮励仕候間一層の御愛顧奉願候／京橋区銀座四丁目九番
地／十八八月年絵入朝野新聞社」
＊８月29日　「雑報」　「娼妓花鳥の答　昨日の新聞川施餓鬼と題せし一項中山田良尉氏が高橋お伝、鼠小僧、傾
城花鳥の附施餓鬼を為す由記しゝ
が其お伝と鼠小僧とは事蹟も能く知てをれども未だ花鳥は如何なる者なるか
を知ず這を明示する様にと看客諸君よりお投書がありたれば花鳥が小伝を記者が暗記のまゝ
左に記してお答へ
と致します／花鳥は本名をお虎といひ神田三河町人入渡世何某の娘にて父親におくれしかば下総成田の芸妓と
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成り佐原の博徒喜三郎と契りを結び喜三郎流罪と成しのち江戸に帰り吉原江戸町二丁目の貸座敷大阪屋に身を
沈め花鳥といふ当時の情人梅津長門に悪事あり夫を落さんために大阪屋へ火を放ち吉原一円を焼く其罰に依て
召捕れ種々
の拷問を受れども白状せず依て伊豆の三宅嶋へ流され同嶋の司木村大助の権妻と成しうち計らずも
佐原の喜三郎に再会し小菅の貸元勝五郎、三日月小僧庄吉、湯嶋根生院の玄若などゝ
いふ同悪の者と計り松魚
船を盗みて嶋を破り江戸へ来りて深川黒江町に住みしが日本橋通町の棒大にて揺りをなしまた同悪の玄若を殺
してより事あらはれ木挽町芝居見物の帰途三十間堀にて召捕れ伝馬町の牢に繋れ女牢の名主たりしが竟に天保
八年の四月江戸中引廻しの上千住小塚原にて斬罪の刑に処せられたり行年廿六と云ふ此花鳥が伝は室町三丁目
の書肆滑稽堂発兌の島鵆沖白浪といへる読本に委敷あり」
８月30月～９月３日　「小児養育心得」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
９月１～３日　「今様牽牛花」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵つきで連載。
９月４日～12月４日　「貞操三国艶妓」全七〇回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵つきで連載。
９月４、６日　園芸論（十九八年月一日農商工公報）　＊雑報欄にかぶせ見出し。６日末尾「以下次号」とあるが、続稿は
確認できない。
＊９月４日　「雑報」　「出版　源氏物語の第十九廿号両篇が例の本町の柳川梅次郎方より出版になりたり」
９月５、６日　「四人の顛末」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊９月６日　「雑報」　「出版　後開
�����榛名の梅が香の第二篇、東洋絵画草紙の第十集が出版したり」
＊９月８日　記事冒頭　「社告　絵入自由新聞儀発兌以来大いに江湖の喝采を得看客諸君の御愛顧を蒙り追々
盛大
の域に立至り候段鳴謝奉まつり候就ては看客諸君が御愛顧の恩義に報ゆる為今般弊紙面に一層の改良を加え勉
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て無益の余白を省き従来の紙面より行数凡そ百七十行字数凡そ三千七百余字を増加致し論説記事雑報等に至る
まで正確と迅速とを旨とし又た探訪を精密にし緊切なる時事を網羅して偏く之を報道し新聞の面目を全ふせん
と社員一同協議の上本日より右改良の緒に就き飽迄勉強仕候覚悟に御座候間看客諸君におゐても右の微意を諒
察せられ尚一層の御愛顧を垂たまはらん事を偏に懇願奉まつり候以上」
９月８、９日　「金と色と首引　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊９月８日　「雑報」　「髯記者の嗚呼言　此ほど着したる独乙ウヲツフエン、ゼー
ツング（毎週発兌の新聞）に
「日本新聞の不便」と題し続々
我国の諸新聞紙を論じたるが其趣意たる別儀にあらず元来新聞紙と云ものは世
の人の耳目ともなるべき必用のものなるを日本の新聞紙は往々
冗長文を掲げ貴重なる余白を埋むることあり是
れ元来新聞の趣旨に戻るなれば以来雑報の記載
����も成べく広告の文体に倣ひ一目して其用を知らるゝ
に至らしめ
よ云々
とありと」
９月８～27日　「柳の糸道」全一五回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。13日に「本編の記者鼠文念の為め曰す昨
日柳ばしの佃屋小谷姐さんよりのお手紙に一昨十日貴社の新聞柳の糸道と云ふ中に柳橋の小谷とあれど妾は一
向覚えなき事故お取消を云々
とありましたが該��近江屋の小谷と申すは第一筋にも述たる如く今より廿四年前そ
の頃廿三歳の芸妓ゆゑ決して当今の小谷さんでない事明らかなり依て姐さん始め夫に由縁の看客方へも御安心
の為め書の如し」と付言される。
＊９月９日　「雑報」　「浮川福平氏　往年記者修行の為め西京へ赴き永らく同地の絵入新聞社に入り筆を採て居
られた浮川福平氏は此程帰京され絵入新聞社へ入社されたり」
＊９月10日　「絵入自由新聞」　「稗史小説の婦女子の翫弄物となり／了らんことを嘆ず　有耶無耶生／凡そ世の
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中の物は人間衣食住の必要品を除くの外は概ね皆な有用なりと云へば有用なり無用なりと云へば無用なり決し
て一定の極りはあらざるべし左れば中等社会若しくは下等社会に在つては無用なる物も上等社会に於ては有用
なる場合あるべく又た上等社会に於ては無用なる品も中等社会若しくは下等社会に在つては有用なる時もある
べし盖し物の有用無用は人々
の地位と用ひ方に由つて自から区別あるならん故に曰く生活上の必要品を除くの
外は有用と云へば有用無用と云へば無用なりと／夫の稗史小説を論ずるに当りても亦た斯くの如し抑も稗史小
説なるものは世態人情の真を写し出すべきものにて其の間毫も作者の想像加減を加へ挿むべからず唯だ有りの
儘を書き著すのみ決して世態人情に外れたる筆を入るゝ
を許さず又た稗史小説は一の美術として見るべきもの
なりなど云ふ至極囂しき理屈あり如何にも有理
����の様に聞き得るがコハ西洋の学者等の鸚鵡論にして全く感心せ
ざるにはあらね共余り真面目に赤髯さんの理屈を呑み込み過ぎたる正直掛け値なしのお説なれば西洋文明国の
如き万端行き届きたる国柄にては至極宜しかるべきも我国今日の景況に当て嵌めて同様に論ぜらるゝ
時はチト
不都合の廉なきにはあらざるか尤も我国とても稗史小説は婦女子の翫弄物の如く見做され居ること恰も西洋に
て美術の一ツとして愛せらるゝ
が如き状あり中には支那の水滸伝に似せて当時の世を諷刺したる如き著作なき
にしもあらざれ共夫れ迚もホンノ一時の慰み半分或は作者が平生の不平の私情を洩すに過ぎず殊に西洋には政
治上に関しゝ
寓意の著作も少からず堂々
門戸を張るの学士にして稗史小説に心を潜むる大家ありと聞けども我
国従来の学者の癖として四角張つた書物の外稗史小説など云へば何か賤きものゝ
如く見下し手にだも触るゝ
を
厭ふ様の風ありて痛く学者社会の為めに排斥されし故へ稗史小説の価値は益々
下落するに至り竟に社会学の一
班をも窺ひ知らざる戯作者流の食ひ物と成り果てたりナント憐れなる次第ならずや／斯く申すと西洋流丸呑み
の先生方は余輩の小説論に暗き無学文盲を笑ふことあらんが余輩は亦た先生方の杓子定規説を可笑心得るなり
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何となれば先生方のお説の通り稗史小説の骨髄は左様ものとするも夫れでは現時の我社会に取つて稗史小説の
功能は何所に在るや盖ふに我社会を以つて稗史小説を唯だ美術の一ツと致し置て宜しき時代なりと鑑定さるゝ
か但しは婦女子の翫弄物となり了るを何とも思はれざるか左り迚は誠に不深切なる先生方にあらずや余輩は仮
ひ西洋流の理屈に反すとも先生方の笑を招くとも其様ことは屁とも思はず稗史小説を一番利用して社会改良の
道具の一ツとなさんと欲す否世の所謂下等社会の心田を開墾するには政事に関する稗史小説を以つてするに如
ずと考ふ政事小説の必要を感ずるは余輩の特有性なるか将た同感者あるか开は兎も角く稗史小説は政治社会に
無用なりと云へば其の有用なりと認る者は余輩と同感者にして物の有用無用の区別を弁ずる者なり否稗史小説
の婦女子の翫弄物となり了らんことを嘆ずる者なり嗚呼東洋の救済主を以て自ら任ずる者は別に一新機軸を出
して以つて世界無比古今未曾有の政事小説を作為するの世道人心に裨益ある事を知らざるべからざるなり」
「雑報」　「骨董類と古本の下落　（略）次に古本も亦これに均しく漢籍は三割方字書は二割方洋書の如きは
種々
なるも大庭は一割又は二割方の下落にして殊に憐れなるは稗史小説の類これは大方昨年の半価ぐらひ何れ
にしても不景気と云ふべし」
９月10～12日　「銃猟者の隠徳」全三回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗の挿絵つきで連載。
＊９月11日　「絵入自由新聞」　「小新聞論説の沿革　愛梅／下題は五大層だが理屈は左程面白くなしと自ら白状
致して書き立てます抑も小新聞の首欵へ論説を掲初
�����しは何の新聞か又た其の時代は如何シテ又た今日迄の沿革
は何うだ喃�呵�と六ヶ敷因縁を繹��ぬる日になつて見るとチツト斗り手数が掛りますから先づ其�所�等�の詮索は暫く
預り置てチヨツクラ一寸首を捻くり回して既往の事跡を考へ出して見ますれば今更申すも嗚呼がましけれども
我社新聞の斯の人類社会へ生れ出て来た年は即ち明治十五年の秋の頃丁度旧自由党の組織
����の成つた時分にて旧
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自由新聞の発行に後るゝ
こと僅に数旬なりき当時東京の小新聞には読売、有喜世、東京絵入、いろは等あり各
社共に五盛大にて世人の喝采を博し得られたり然るに未だ新聞の首欵へ論説を掲ることはなかりき尤も中には
時々
寄書抔の少く理屈臭き文句を登録せることありしも今日の如き体裁を見ず独り我社に於ては初刊
�
�
�の紙上よ
り首欵へ論説の一欄を設けお麁末ながらも専ら政論に関する理屈を掲げる事と定先其第一号には亡友百華園主
人の手稿に係る本紙発行の主意を記しゝ
論説を掲げし為め忽ち発行停止の命を受けたり是を以つて世間或は本
紙を評して刎ツ返り新聞と嘲り記者を目して生意気措大
����と笑ふ者ありとの告げ口を余輩に叩き込んで呉れし深
切者ありしが余輩は却て斯る嘲笑の高鳴
����の一層囂しからんことを窃に希ふ程にて毫も嘲笑を受くるを愧かしく
心得へざりき兎角くする間に頓て解停の恩命ありしかば続いて論説を掲げ主���ら世の所謂下等社会の人民の為め
に政治思想の培養を勧めんことを力しがサテ星霜の移るに随つて社会の形勢も自から変り行けば新聞の論説も
亦た之れに応じて取捨斟酌の必要を感じ主義目的は矢張依然たるも臨機応変の筆加減を為さゞ
るを得ずと云ふ
様な面倒に出会たり最初本紙発行の際には政党組織の事が肝腎だと云ふ理屈が大層必要にてありし故へ重に其
の事を書き立て記者の責任の万分の一を尽し夫れから引き続きて政党の喧嘩あり清仏の戦争あり朝鮮事件あり
猶ほ其の間に種々
雑多の事件ありて論ずべきもの筆すべもの沢山出で来りしが其の時々
多少社会の面目を新に
するものあり且又た言論出版に関する法律の増補改正等の為め新聞記者の注意を一層適切にせしめたれば猶更
らに臨機応変の頓智の肝腎なることを覚悟するに至れり而して廼��間に至りては例の不景気の一大問題の如き政
党の盛衰の如きも一ツ大きく東洋の現状の如き随分脳髄を悩ます程の出来事あり是等の問題を一々
立派に論じ
立るは小新聞に取てはチト痩馬に重荷と云ふべし否大新聞の記者先生でもオイソレと走り書きに論決するのは
如何のものにや仮ひ論決せらるゝ
にもせよ其の適切なる高論卓説は容易に吐き出されまじくと思はる况てや小
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新聞記者に於てをやト申さば失敬に当れ共凡そ政治社会の大問題の出る毎に一刀両断の下に忽ち適切の論説を
吐き出す者は恐らく世界の新聞記者中に許多
�
�
�あらざるべし左ればにや何れの国に拘らず斯る事件沸騰の場合に
は各社各党各組合の連中がガヤくワアく筆闘舌戦を逞しふし容易に是非善悪の分ちが付かぬと承まはる豈
に啻我国の新聞のみならんや／近年に至り小新聞は大概論説の一欄を設くる事が流行し各社相ひ互に競ふて理
屈を述べ立てらるゝ
を以つて下等社会の人民のお為筋となるに相違なしトは余輩の自画自賛我田引水主義と云
ふべきか何が扨置き斯く小新聞の論説が盛になりしは下等田地の開墾の為め賀すべきことにこそ余輩偶�と既往
�
�
�
�
を想ひ回しチツト計り感ずる所ろあり突然にも斯る五大層なる下題を担ぎ出し看官諸君のお目にブラ下げるこ
と以上」
９月11日～11月６日　「閧���音頭日本銀二」全四六回　＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵つきで連載。16日に「附
て申す本編の画工一松斎芳宗は此編団円に至るを俟て何か望む仔細あり因て格別に丹精を凝し画き候との意気
組なれば看官宜しくお含み下さい」と付言される。11月６日末尾に「本編の記者尚明日よりは怪談髑髏盃
と題して一條の画入続き物を掲ますれば大方の諸君あいかはらず御愛読のほど願置ます」と付言される。また、
翌七日には「昨日まで弊社新聞紙上へ続々
掲載したる日本銀二こと今般いよく故人八橋常吉が為に一大法会
を執行するむね申来り候ゆへ些少ながら弊社に於ても右法会料として同人へ応分の金を遣はしましたるに彼れ
我衷情を憫察ある諸君方へ対し義捐を願ひくれ候やふ申すに拠り同人に代つて此段啓上いたします」という記
事が出る。
＊９月12日　「雑報」　「明治日報　同日報は本月一日より紙面の体裁を改め字数行数を増加されしが今また更に
祭祝歳暮元旦の休暇を廃されしといふ」
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「中央学術雑誌　の第十三号は神田雉子町の団々
社より一昨十日発兌したり」
９月13、15日　「化物　有耶無耶生稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊９月13日　「雑報」　「新書出版　里見八犬伝第四輯巻の三（和洋両製共）は例の成文社より幼学新誌の第拾八
号は幼学社より出版したり」
「錦画　深川西森下町の絵草紙屋松井栄吉方より大蘇芳年の描きたる奥州安達が原一つ家の図（婆アが姙婦を
逆に釣し腹を割んと出刃庖丁を研で居る処ろ）極々
物凄く渋味のある錦画を出版）」
＊９月17日　「雑報」　「花柳演説会　来る二十日正午十二時より神田明神境内なる開花楼に於いて開莚の花柳演
説会へ出席の演士は転々
道人鶯亭主人柳陰女史の諸氏にて余興には三遊亭円遊が勇弁をふるう由又或人の寄付
にて芳原根津の登楼切手を抽籤にて呈するとのことであります」
＊９月19日　「雑報」　「花柳演説会差止らる　前号の広告欄内に掲出せし同会は其筋より風俗を紊すの嫌ありと
て差止る旨昨日同会主へ達せられたり」
「新書　名立浪龍神於珠の十八編は金玉社より出版」
９月20～25日　「加波山暴徒公判」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊９月22日　「雑報」　「新著出版　里見八犬伝第五輯（和洋両製）は成文社幼学新誌の第十九号は幼学社婦人束
髪図解は出雲町の井雲甚七方より各々
出板」
９月25、26日　「学問は算盤外なり　有耶無耶生」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊９月25日　「雑報」　「出版　忠孝のすゞ
めと題するお子供衆やお女中方が読みたまひて解りやすく為になると
云ふ絵入の小本を京橋区尾張町の覚張方より出版したり」
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＊９月26日　「雑報」　「原書講読の便宜　我国の人にて英米の書を読んとするも其代価の非常に高きより貯金少
なき人は読ことを得ずして徒づらに古本なぞ尋ね無益に時日を費やしけるが此程或人よりの投書に右様の人に
て該邦小説書類を講読せんとせばシー
サイドライブラリー
ラー
ベルライブラリー
モンロー
ライブラ
リー
等の出版物を購求すべし此出版は通常原書の価の四分の一五分或ひは六分の一ぐらひに当り其高き物は
廿五銭より三十銭安きは十五銭にて該邦有名なる著述業の著書を読を得べし小生は米国郵便着次第毎にケリー
書籍店にて新版書を購求す云々
とありたり」
「因明入正理論与便　同書は本紙の広告にもある通り北畠道龍師の著述にして三十間堀の書肆九春堂より発兌
になりしが抑も同師の因明学は殆んど三十余年間の苦学練磨により大成せしを今回欧州各国の両��家�と東西両洋
のロジッカリセ、シヒト（論法）の真意を対究して益々
其所見を確めらた����るものなりと云ふ且た本書の理義周
折微妙なることは伯爵柳原前光君の序文に徴して知らるべし世の因明論理の学に志しある者の為めに頗る必要
の書なりと信ず」
＊９月29日　「雑報」　「今日新聞　同新聞は本日の広告にもある通り来る十月一日より記者と客員とを増員され
て大ひに紙面を改良されます」
９月29日～12月18日　「春色桜茂地」全四二回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。10月17、27日は挿絵つき。11月
６日には「附て曰す本編中藤吉の事実に付些か相違の廉ありて商業上に不都合を醸すと異��な方よりお叱があり
しにより次回に至り美事を顕はす入用の人物なれどお道に正しき御老体のお精神に逆らはず是切藤吉を出し申
さず依て以て看官縡の不足を咎玉ひそ」と付言される。
＊10月１日　「雑報」　「出版　芝区琴平町の吉野喜之助方より早川熊吉氏編輯の擬紫西洋天一坊と題する西
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洋風の絵入小説を出版したり」同日一面には「明治天一坊の連累」と題した記事を掲載する。
10月２、４日　「美人改良論　半狂未定稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊10月２日　「広告」　「和田竹秋情史戯著／鴛鴦春話　西洋綴一冊　定価五十銭郵／税半額八銭郵／券代用二割
増／花になく鶯水にすむ蛙争でか情あらざらん况いて人は万物霊長とやらいへば情の為めに生き情の為めに死
ぬるは天地自然のことわりとや申すべけれ此書は著者が例の十八番の艶筆を揮ひて佳人才子の奇縁を説かれた
る者なれば其面白き事譬ふるに物なく為永春水の梅暦も恐らくは此書の右に出づる事能ふまじ世の才子佳人請
ふ速に一本を購ひ情の情たるゆゑん解し玉へ／発兌書肆　東京馬喰町／二丁目一番地　興文社」
＊10月３日　「雑報」　「出版　例の親釜集第廿一号が出ました」
＊10月４日　「雑報」　「小説飜訳　米国紐育エドワルドグリー
氏は故曲亭馬琴翁の著作中にて名高き小説を英文
に飜訳し居らるゝ
よし」
「出版　兼て本紙の広告にありし虚無党実伝記鬼啾々
（全一冊洋装）は此程銀座三丁目の旭橋活版所より出板
になりたり同書は宮崎夢柳氏が得意の筆鋒を振つて物されし政事に関する稗史にして一千八百八十二年の春英
京倫敦に於て魯人なる原虚無党の一人ビ、レウロツフ氏の手記せし地底の秘密と題すべき一書中より其材料を
採りたるものなりと云へば其事実の精確切実なること推て知るべし右は元予約法を以て印刷せしものなれば未
だ公然売買する訳にあらず先同盟者へ頒つ都合なりと又里見八犬伝第五輯巻之二和洋両製本共加賀町の成文社
より又高橋阿伝夜叉譚全一冊洋本仕立は横山町の辻文よりいづれも出版になりたり」
＊10月６日　「雑報」　「にしきえ　南総里見八犬伝の中にも就中曲亭馬琴翁の快筆を揮ひたる例の芳流閣上信乃
現八が白眼合の二枚つゞ
き錦画大蘇芳年氏の筆にて深川西森下町の例の松井栄吉方より出版したり」
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＊10月７日　「雑報」　「発行停止　日本たいむす新聞は一昨五日其筋より発行停止を達せられたり」
10月９、10日　「美人改良余論　半狂」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
10月13、14日　「新聞紙の命脈　漂々
生寄稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊10月13日　「雑報」　「雑誌　幼学新誌の第二十一号は幼学社より中央学術雑誌の第十五号は団々
社支店より
各々
発兌」
10月14～21日　「松澤求策氏の一件」全六回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。15、16日は「松澤求策氏口供の摘
要」17、21日は「松澤求策氏等裁判言渡書」と題される。
10月15、16日　「正米売買手続」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊10月21日　「雑報」　「出版　違警罪即決例（全一冊）は築地一丁目の涵文館より新体詩林（第一号）は大坂南
久太郎町の新体詩林社より出版になりました」
10月21～29日　「鮑礁調査」全六回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊10月22日　「雑報」　「幼学新誌　の第二十二号歴史の部が幼学社より発兌になりました」
＊10月23日　「雑報」　「新書　南総里見八犬伝の十五冊（和洋両製）は成文社より英語作文新誌の第三号は本所
相生町四丁目松岡守信方より出版」
10月24、25日　「共同秋季競馬会」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊10月27日　「雑報」　「高橋お伝の七回忌　おでんの情夫例の小川市太郎が施主となり落語家、三筋連、好劇連、
根津連、花街連、遊食連等が其補助となり来る三十日谷中天王寺前の三原屋に於て同婦が七回忌の法会を執行
するよし右につき市太郎より仮名垣老翁が筆を把られし法莚の旨趣を演たる一片の寄書に半手拭を添て因縁あ
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る人々
へ配りました」
「新書　開巻抱腹滑稽へその茶わかしと云可笑しい雑誌が仁閣堂より発刊女学雑誌の第七号は万春堂より古今
詩文詳解は成章館より発兌しました」
10月27、28日　「共同秋季競馬会」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊10月28日　「雑報」　「日本昔噺　今度京橋区南佐抦木町の弘文社より日本昔噺と題せる洋文の冊子数種（猿蟹
合戦、桃太郎、舌切雀等の噺を英仏独等の国語に飜訳せし者）を発兌し当社へも其見本一部宛を寄贈されしが
之を一閲するに毎葉の挿絵は頗ぶる艶麗にして亦雅致あり其訳文も亦正確にして近来未曾有の美本なり此書広
く海外に行なはるれば我国美術の一班を示すに足り大に益する所あるべしとは横浜メー
ル、ヘラルド両新聞の
評する所なり且文章は梢やく学齢に垂々
たる童幼婦女子に適するやう至つて平易にものしたれど英仏独とも
各々
其国の大家博士們の起草に係るを以て作文の規範とするに足れり既に或る二三の外国教師は之を教科書に
用ゆべしとて同社へ申し込たるよし外国語を学ぶに自国に於て平素耳目に馴たる事柄を以てするの最も捷径た
るは教育家の定説なれば之を教科書に用ゐんとする五十種ありて今其内の五種を発兌し一冊の定価十二銭宛
（但し墨刷は四銭宛）なり殊に此書は専ぱら外国輸出を主とし既に英仏独の三国へは数千部を積送り彼地にて
尤とも好評を得陸続同社へ注文ある由にて昨今は編輯印刷等手廻り兼る程の多忙なりと云ふ」
10月29、31日　「束髪の運命　愛梅」全三回　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出しで連載。
＊10月31日　「雑報」　「出板　松林伯円講述の安政三組盃の一二編は速記法研究会より白縫物語の七十一編は通
三丁目の丸鉄より出板しました」
＊11月１日　「雑報」　「日本絵入新聞　同新聞は弥いよ去る廿七日より第一号を発行されたり其行数紙幅等は朝
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日新聞と同様にて宇田川、古川、三品、の三氏これが記者となり歌川国松後藤芳景の両氏が挿画にて至極体裁
よき新聞なり、又時事新報は近来御社運の隆盛なるを祝される為め其祝盃を調整され弊社へも之を贈られまし
た」「英和字彙　神田区小川町の書店新古堂より予約出版の英和字彙（日就社の原版飜刻）は其第一冊を出版し弊
社へも一部を寄せられしが校正確定印刷鮮明加ふるに附音挿図ありて英書を学ぶ者には必要無比の良字書と思
はる」
11月３、５日　「丁吟事件」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
11月７日～12月29日　「怪談髑髏盃」全四四回　＊雑報欄に別行見出し、芳宗の挿絵つきで連載。
11月10～13日　「日本郵船会社定款」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊11月10日　「雑報」　「諸新聞配達禁止　本年本月一日の大坂日報を見るに同府警察本署にては何故にや同日よ
り東京の警察日報の外諸新聞紙配達を総て差止べき旨同日府下警察署へそれぐ通達されたりとあり」
「日本たいむす新聞　停止五週間休業されたる同新聞は一昨八日解停の旨を達せられたり因て十一日より続々
発刊される由なり」
「英語作文新誌　の第四号は本所区相生町四丁目の松岡守信方より発兌又工藤精一氏著の英語訓蒙（全一冊）
は日本橋区十軒店坂上半七方より出板」
＊11月11日　「雑報」　「新刊　南総里見八犬伝第十六冊（和洋両綴）は成文社より女学雑誌の第八号と文学叢誌
の第二号は万春堂より又三遊亭円朝口述の後開榛名梅が香第二編は例の朝香屋より出板になりました」
11月12～15日　「強盗鹿太郎の履歴」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
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＊11月13日　「雑報」　「吾妻余波　今度日本橋区村松町の書肆森戸錫太郎方より出版したる岡本昆石氏編輯鮮斎
永濯図画古今百風吾妻と題する書は婦女の結髪風、東都商家の看板譜、古今冠物、婦女の衣服、子供遊戯の種
類、見世物の図、銭乞食の図等古今風俗の沿革を記したる頗る面白き参考書なり」
＊11月14日　「雑報」　「新書出版　銀座弐丁目の共隆社より故人曲亭翁が一世の滑稽書例の「化競丑満鐘」を壱
冊読切にて出版されしが是れは年恒氏の出像にして相かはらず美本であります」
＊11月15日　「雑報」　「自由燈大改革　見光社にては今度大改革を行なひ其新聞紙の体面を一変（但し改良歟）
さるゝ
由にて先には新日本と改題の儀を出願せしも御詮議の次第ありとて聞届けられず尋て同社創立以来の記
者阪����崎氏は退社され昨日は又同記者宮崎富要若菜貞爾の両氏も退社されしとの事なるが爾後の変革如何なら
ん」「広告」「勝安房公題辞藤田茂吉先生序英人スコツト先生原著英人デニング先生校閲幷序横山鉾呂久先生訳述
渡辺先生跋大学林教授佐藤先生後序其他諸名家合評／石版挿画／寿其徳
�
�
�
�
奇談／洋装精美定価金一円但し定価御送付
あらば郵税は自弁可仕候／本書は欧米小説家の泰斗と仰がれたる英人スコツト先生の原著にして一たび欧州に
出るや王公紳士文人武夫詩客僧侶男女の別なく万口斉しく妙と呼び快と唱へたるは時事新報の外報に見へし所
なれば今茲に贅せず只だ書中の一二を挙ぐれば妻子の凶報英雄を泣かしむるあり、姦臣馬前に誠忠の老翁を鞭
つあり、三人の老婆暴王に吉凶を説くあり、美人宴を張りて豪賓を饗し雄弁以て英胆を破るあり、浦口の楫夫
誤て賢王を辱しむるあり、姦雄巧に群盗を欺くあり、英雄虜れて懐中より艶書出で強敵憐んで之を免すあり、
英雄獄裏に在て獄卒を饗するあり、机上の熊頭美少年を驚かすあり、馬上の勇将鉄鎚一撃敵頭を砕くあり、佳
人勇将に攻城の策を語るあり、壮士三十雁行して堅城を襲ふあり、英雄獄吏を欺て囚虜の難を免るゝ
あり、愛
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国の壮士首将に向ひ曾て城裏を脱して美人を訪ひし状を語るあり、美人英雄を励まして孤城を救ふあり、女将
軍佳人を率て強敵を破ぶる等変幻出没縷々
挙て数ふ可らず殊に和漢学に長ぜる彼の英人デニング先生の校閲と
横山先生の敏腕に成り尚文を補ふに美画を以てし且書末には西洋日本諺言比較及西洋の奇言名語を添たる者に
して其名は一種の小説なりと雖も虚辞空談にあらず唯英蘇両国の事実を巧に小説体に綴りたるものなれば人を
して爽快を覚えしむると同時に両国の政事に関する盛衰治乱を知らしむる無類の良稗史なり今般弊舗に於て発
兌す希くは陸続御注文あらんことを／発兌元　京橋区銀座　博聞社／京橋区尾張町　上田屋／売捌所　東洋
館。巌々
堂。丸善。兎屋。栗田。泉屋。須茂」
「広告」「自由燈改良広告／当社発行の自由燈来る十八日を期し記者を増聘し紙幅を拡張し行数凡そ四百字数
凡そ一万余を増加し同時紙面の体裁をも改良し論説記事の精確なるは敢て其歩を大新聞に譲らず続話挿画等は
和洋両種を対比し其美妙なる小新聞に冠たるものとし要するに大小新聞を折衷し一種以て大小の効用を兼備し
たる最大便利のものとなし且代価及広告料は廉直を旨とし社員黽勉之に従事し聊か江湖諸君が従来の厚意に報
ひ併て弊社か曾て私に期する所の責任を全ふせんとす冀くは江湖の諸君愛を当社に加ふることの愈々
深からん
ことを謹て茲に広告す／京橋区銀座三丁目十九番地／明治十八年十一月　見光新聞社」
11月18、19日　「時間の価値　愛梅」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊11月20日　「雑報」　「柳亭種彦死す　予ねて病気中なりし高畠藍泉氏（戯号柳亭種彦）には養生相叶はず一昨
日午后二時四十分終に死去されたり悼むべし惜むべし」
「佳人之奇遇　悲壮の字句慷慨の文章、一読快裁を呼び再読通嘆の感情を惹起し多読に堪へざる同書（初編二
冊）は米国財政学士同会社��学士柴四郎（東海散士）の著述に係り谷中将の序文金玉均氏の後序あり且巻中数個
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の石版密画を挿入しあり実に近来稀なる新機軸の書冊と評すべし発売所は日本橋区久松町の博文堂なり」
＊11月22日　「雑報」　「得意新聞　大坂府北区老松町二丁目十六番地に於て得意新聞と云へる題号の絵入傍訓新
聞を発行する会社を創立なすにつき発記者中尾氏就外七名より同社設立の儀を北区役所へ願ひ出たりと云」
「絵入新聞　両文社の絵入新聞は来月の一日より紙幅を広げられ説話、昔しかたり、辞のはやしなど云ふ三編
を設けられて大ひに紙面を改良されるとのことなり」
＊11月25日　「雑報」　「繋志談　藤田茂吉尾崎庸夫両氏同訳諷世嘲俗繋志談と云ふ画入西洋小説の初編一巻
が報知社より売出になりました尚本紙広告にも出て居ます」「新書　南総里見八犬伝（和洋両綴）の第十七冊
は即はち例の成文社より出板」
「幼学新誌　同誌の第二十五号（歴史之部）は幼学社より発兌」
「広告」　「英国人故李頓侯原著日本藤田鳴鶴先生佐訳及序評／日本巌谷一六先生序仝　尾崎庸夫先生訳／仝
依田学界先生評仏人美郷師図画／諷世嘲俗繋志談　定価金一／円三十五／銭郵税金／三十銭／初篇　五百余ペー
ジ
十一月二十日発兌／此書原作はグネルム、チリングリー
と名く英国の政治家にして古今独歩の小説家なる故李
頓侯が練磨に練磨を加へて著述せるものにして能く英国社会の実情を描き数多の佳人、才子、学者、実際家を
写し出して其去就進退によりて処世の有様を示し暗刺諷起を文字の中に寓せ卓犖不羈奇矯極まる一男児が男女
の関係に対して絶特の意見を挟み哲学の理義を執りて流俗の間に卓立独行し人間生活尋常事より入りて造化の
秘密を究むるまでに筆を弄したる絶妙の文字なり尋常小説の奇々
怪々
人情に戻り道理に反き世に有るまじき事
を以て結構を補ふの類にあらず抑も従来欧米の書を飜訳するもの或は漢文に泥み或は和文に拘し文体また頗る
雑駁にして見るに足るは極めて尠し殊に小説の訳本の如きは馬琴春水等軽□膚浅なる句調を学ひ陋劣厭ふへき
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ものあり藤田鳴鶴先生夙とに之を慨き原文の意を失はす原語の味を損せずして飜訳すへきことを同志者と講究
し即ち一種の体格を工夫して此書の訳者を佐け大に訳文の面目を新たにせり李頓侯が立意の奇と訳文の妙と併
せて双絶と云ふべし批評は依田学海先生及び藤田鳴鶴先生画は仏蘭西人美卿師の銅版絵にて百美兼全せる良本
なり凡そ開明社会の紳士淑女愉快と知識とを一時に買はんと欲せは此書を読むに若くはなし願くは看官の一読
ありて精評を賜はんことを／発兌　日本橋区薬研堀町　報知社／売捌　同　通三丁目　丸善書店／同　京橋区
銀座四丁目　博聞社／同　同　南鍋町　鳳文館／同　同　南鞘町　三益社」
11月26、27日　「国家元気の培養　峨々
山人寄稿」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
＊11月27日　「雑報」　「仏字新聞の廃業　是れまで横浜に於て売れ高の少なき為め困難の中を切ぬけく不屈不
撓十五年間も発兌し居たる仏字新聞は今度の日曜日かぎり同地を廃業して上海へ移り同所に於て続々
発兌する
趣むきなるが実に右の勉強を以て該地に執業したらんには其盛大に赴かんこと期して俟べきなりと或人の話し
なりし」
「英和字彙　此程第一冊を発兌し学者必需の好辞書なりとの喝采を得たる英和字彙の第二冊を例の版元神田区
小川町の久野木信善方より発兌す」
＊11月28日　「雑報」　「中央学術雑誌　の第十八号は神田雉子町の団々
社支店より発兌せり」
＊11月29日　「雑報」　「年方の錦絵　大蘇芳年氏の門人年方が筆を揮ひし源平雪月花の中月と云ふ外題にて鞍馬
山僧正坊の三枚つゞ
きの錦絵が長谷川町の武田より出版になりました」
＊12月１日　「雑報」　「明治日報　紙面改良以来評判もよく御自身よりは保護を離れ独立新聞となつたと大風呂
敷をひろげし同日報は如何なる御都合主義に出でしか知らねど一昨日かぎり暫時の内休刊（その実廃刊）せら
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れし由兎角或る筋の新聞は独立独行の出来ぬことと思へば同業柄お気の毒千万に存じ候なり」
＊12月２日　「社告」　「弊社発兌絵入自由新聞御愛読の御客様方へ念の為め申し上げ候儀は他ならず府下各地方
とも弊社新聞売捌所の中には本社へ払ふべき新聞紙代金淹滞等の事よりして突然本社より該売捌所へ新聞紙逓
送差止め候向も之あり候間此際右売捌所より御購読の御客様方にして右様の事故起りたるため其売捌所より新
聞紙を配達いたさゞ
る節は直接に本社へ向け御注文被下たく偏に願ひ上げ奉まつり候以上」
「雑報」　「両翁の書騰貴　頼三陽細井廣澤両翁の書が昨今俄に騰貴し書画商は我先にと買廻るは何故なるか
と尋ぬるに此節清国天津上海等の好古家が右両翁の書を大いに愛して価を問ず頻りに買取より斯は騰貴せしも
のなりと云へど果して然るや否やは知らず」
12月２、３日　「演劇の改良を論ず　天軸陋人」　＊「投書」欄に別行見出し。
12月３日～２月２日　「賤女の苧環」全四七回　＊雑報欄にかぶせ見出し、芳宗、年恒の挿絵つきで連載。
＊12月５日　「雑報」　「毎夕社　同社は昨四日両国村松町より京橋区山城町四番地へ移転になり弥いよ紙面へ注
意を加へ毎夕六時を以て配達の出切時刻とするなど惣じて爾今一層の勉励あるよし尚委しき処は今日の広告を
御覧ください」
12月11～16日　「悪事露顕」全五回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊12月13日　「雑報」　「新書　文学叢誌の第四号と女学雑誌の第十号は例の万春堂より発兌になりました」
＊12月15日　「雑報」　「新書出板　故柳亭種彦翁の著尾形月耕子の補画なる貞烈美談小夜時雨（壱冊読切）と云
ふ美本が例の共隆社より中央学術雑誌の第十九号は同攻会より出板しました」
12月19、20日　「帰窓一夢　在岡崎　鈴木不如意子」　＊「絵入自由新聞」欄に別行見出し。
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＊12月19日　「雑報」　「似而非者乎　近来各新聞の広告中に北畠道龍師とか同師随行の田中一雄氏とか携来の釈
尊霊蹟銅版出板云々
の文あるが同師携来の物は今猶ほ秘蔵せられ漫に他人へ示されざる程なれば摺物にして販
売する抔の事は決して之なし又同氏に随行せしは黒崎雄二氏にて田中氏にはあらず又或る雑誌体の出板物に同
師口述の唯識論講義を出版する様に記しあり同師は一向知らざる事にて斯る非真物の真物を濫る事あるを通嘆
し居らるゝ
由因に記す同師は明春に至り天竺行路次所見なる著書出板の目論見中にて該書中には霊墓の撮影同
石版図及び同師が墓石に立られし碑文をも挿入さるゝ
筈なりと云ふ」
「かなのくわい　山下門外仮名の会は既に同会規則書にも記されし如く小面倒くさい漢文字や横文などに苦し
むより我邦固有の平仮名を以て毎事
����に便を足しめ学問の道を容易して世に宏益を与へんとするの趣旨なれば同
会肇立の当分こそ人々
其書類を見るに悉ごとく仮名なれば何だかまだるいやふに覚えたれど其新聞を読み其演
説を聞き近頃漸々
同会の至便なるを悟る人おほくなりて益ます会員増加に及び隆盛の兆を顕したりと云ふ然ば
何人に限ず会員になりたいと思ふ人は同社の一枚摺軽便な規則書がありますゆゑ其れを貰つて御覧なさい思つ
たよりも容易く加入が出来まする」
「新書　新宮巍氏の校閲嶺林太郎氏の編輯されたる世界之燈と題したる仏蘭西国の政事家ヴヰクトル。マリー
、
ユゴー
氏の実伝を明細にしたる面白き本が丁卯堂より発兌しました」
12月20、22日　「京都商工会議所答申案」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊12月20日　「雑報」　「新書　今度京橋区南鍋町二丁目十一番地の績文舎より発兌になりし女学叢誌の第一号は
和漢新古孝貞婦女子の伝記を始め其外種々
婦女子の為めになる事のみを記載
����能き雑誌なり又本材木町二丁目の
従善会より闡真雑誌の第五号が発兌」
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＊12月22日　「雑報」　「日本芝居の流行　本年の夏頃より米国紐育にて日本風の芝居が流行出し当時はウニー
に
有名なるシヱー
タに於て御帝
�
�
�と云ふ外題の芝居を興行中の由なるが其衣裳は綾錦等にて余ほど美くしひ物
のよし而して囃方は七十名ばかりもあり唄は先年我が国で流行た例の宮様くお馬のお前でチラく見ゆる
はありやなんじや云々
といふ彼唄
�
�
�を唱つて演��さふたが中々
の大入り大当りだとのこと狂言の筋は公家の若殿
が或る美夫人に惚て騒動となる云々
なるよし評判く」
「にしきゑ　先達て中千歳座で演た彼入墨の富蔵が捕はれる処の錦画（二枚つゞ
きにして例の年方が筆なり）
が長谷川町一番地武田平治方より売出しになりましたが相変らず人物の意気込宜し」
12月22、23日　「障子から大事件」　＊雑報欄にかぶせ見出し。
＊12月23日　「雑報」　「新書出板　南総里見八犬伝の第十八冊（和洋両綴）は例の成文社より社寺法規の第二編
は報知社より東洋絵画叢誌の第十二集は東洋絵画会より何れも出板になりました」
12月25～29日　「再会奇談」全四回　＊雑報欄にかぶせ見出しで連載。
＊12月25日　「雑報」　「女学雑誌　の第十一号は例の東京女学雑誌社より発兌になりました」
＊12月27日　「雑報」　「新書出版　女学叢誌第二号は南鍋町二丁目の績文社より大笑願はづ誌は芝露月町の丁卯
堂より何れも昨日出版になりました」
＊12月29日　「年末の稿條」　「偖はや本年も不景気くとの苦情の中に先づ以て滞ほりなく相経ち最早余日も之
無く看客諸君も嘸かし御多忙の事と推察奉まつり候本紙も例に依て本日限休刊夫々
新年を迎ふるの準備を仕つ
り来十九年一月四日の初刷には従来傍訓新聞社会の慣習にて例の益にも立ぬ彼のお目出たいとか御慶申入ると
か紋切型の文章を綴り頗ぶる画沢山の見栄ばかり美くしき無用の附録を廃し現時は何でも実利主義の世の中ゆ
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ゑ読でお為にもなり且御便利御重宝御徳用とも相成るべき種々
の事項を編纂し之を例の大附録に刷立て発兌仕
つり候間尚此上共幾層の御愛顧を垂たまはん事を偏に悃願奉つり候右初刷の大附録はなんでもわかると題し紙
上記載の目録を概略左に御披露仕つり候○第一、土地○第二、人口○第三、農業○第四、山林及鳥獣猟○第五、
漁業及び製塩○第六、鉱山○第七、工業○第八、築造○第九、賃銭○第十、内国商業○第十一、外国貿易○第
十二、通運○第十三、銀行及金融○第十四、貯金○第十五、衛生○第十六、社寺○第十七、教育○第十八、警
察○第十九、監獄○第廿、民刑裁判○第廿一、陸軍○第廿二、海軍○第廿三、財政○第廿四、政事　以上廿四
項に別ち明細緻密に編述いたし候まゝ
一読して我が国の形勢如何を知り得べく何等の職業を営むに関せず彼方
も此方も是非とも御覧なされ屹度御為になりまする先は右御披露かたがた年末の稿條斯の如くに御座候頓首／
附て申す右の大附録のみにては余り質素にて御愛敬之無きに付き色取のため此外に広告色摺の小附録相添へ以
上大小の附録二枚本紙とも併せて都合三枚発兌仕つり候間左様御承知下さるべく候且明日より来年一月三日ま
での休刊中と雖も緊要の事件出来候節は其時々
号外附録を発行し迅速御報導申し上候」
「雑報」　「蓮華往生鮮血台　柳葉亭繁彦氏が著述にして稲野年恒氏が出像ある題の雑誌第一号が五樹堂より
出版になりました」
「風説　先年中民権を主張して過激の社説に名声を博したる旧曙新聞社長岡本武雄氏は当時日報社に入て筆を
揮はれ居たるが今度或省の少書記官に拝命されるとか又旧明治日報の社長丸山作楽氏も近々
官途に就れるとい
ふ説ありと」
